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　社会の経済環境・産業構造等が大きく変化し、雇用失業情勢が厳しさを増す中、教育現場や就職支援機関においては、将
来の自立／自律を支援するキャリア教育の充実、個人主導のキャリア形成への一層の支援が求められています。
　個性に応じた職業を選ぶ＝「人と職業のマッチング」を図るには、自己を理解することが第一歩であり、キャリア教育、キャ
リア形成支援では一人ひとりの自己理解をサポートすることが非常に重要になってきています。
　職業に関係する能力・適性、興味などを客観的・科学的に把握することができるアセスメント・ツールは、正しい理解のう
えで適切に活用すれば、自己理解～職業探索に大いに役立ちます。
　今回の特集では、アセスメント・ツールを効果的に活用している事例等を紹介するとともに、その意義、効用を探ります。
　学校をはじめ教育機関や就職支援機関等でのキャリア教育、キャリア形成支援の参考としていただければ幸いです。
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こ
の
春
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
で

は
、
卒
業
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
就
職
活
動
を
続
け

る
学
生
の
相
談
に
ま
じ
っ
て
、
内
定
が
出
て

い
な
い
学
生
が
就
活
留
年
の
相
談
に
来
る
と

い
う
、
異
例
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

留
年
し
て
で
も
大
手
企
業
に
入
社
し
た

い
、
あ
る
い
は
公
務
員
試
験
そ
の
他
資
格
試

験
の
準
備
を
す
る
と
い
う
安
定
志
向
の
学

生
、
学
費
を
抑
え
る
た
め
半
年
休
学
し
て
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
就
職
活
動
を
す
る
と

い
う
学
生
、
大
学
院
進
学
の
理
由
が
就
職
の

先
延
ば
し
と
い
う
学
生
、
な
ど
様
々
で
し
た
。

　

平
成
２２
年
３
月
大
学
卒
業
予
定
者
の
就
職

内
定
率
は
８０
・
０
％
と
過
去
最
低
と
な
り（
２

月
１
日
現
在
）、
高
校
生
の
平
成
２２
年
１
月

末
の
就
職
内
定
率
も
８１
・
１
％
と
厳
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
、
景
気
は
回
復
局
面
に
向
か

っ
て
い
る
も
の
の
、
正
社
員
増
に
つ
な
が
ら

ず
、
２３
年
度
の
大
卒
採
用
を
増
や
す
企
業
は

一
部
で
あ
り
、
採
用
は
低
迷
と
の
報
道
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
産
業
・
社
会
状
況
が
激
変
し

雇
用
が
流
動
化
し
て
い
く
中
で
、
教
育
現
場

や
就
職
支
援
機
関
で
は
、
個
人
の
自
立
を
支

援
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
（school-to-w

ork

、

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
の
充
実
が
求
め

ら
れ
、
様
々
な
年
齢
層
に
行
わ
れ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
効
用

巻頭言

グ
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
・
雇
用
環
境

の
中
で
は
、「
こ
う
し
て
い
け
ば
将
来
こ
の

よ
う
に
安
定
し
た
キ
ャ
リ
ア
が
築
け
る
」
と

い
う
こ
と
が
予
測
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
個
人
は
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

構
築
力
を
つ
け
る
こ
と
、
新
し
い
状
況
に
適

応
し
つ
つ
、
継
続
的
に
学
び
続
け
て
い
く
こ

と
（
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
）
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
学
校
等
教
育
機
関
の
キ
ャ
リ

ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
担
当
者
や
職
業
安
定
・
職

業
相
談
機
関
の
担
当
者
を
は
じ
め
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
が
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
際
に
活

用
で
き
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
「
査
定
す
る
、
評
価
す

る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
は
、
そ
の
人
が
ど
ん
な
人
か
、
ど

ん
な
課
題
が
あ
る
か
な
ど
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
て
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

（
木
村
周
『
職
業
研
究
２
０
１
０
冬
季
号
』

３

－

４
頁
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

能
力
④
個
人
と
グ
ル
ー
プ
の
評
価　

参
照
）

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法
と
し
て
は
、
面
接

１　

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

　
　

重
要
性
の
高
ま
り

注：キャリア・ガイダンスは“進路指導”と訳されることもあるが、ここでは広くとらえる。キャリア・カウンセリングと区別しないで用いる場合も多い。区別
する場合、キャリア・ガイダンスの方がより包括的・体系的。キャリア・カウンセリングは、個人面談や、個人やグループへの支援の意味合いで使われる。

２　

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る

　
　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は　

興味 

適性 

能力 

こ
こ
ろ
と
キ
ャ
リ
ア
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

こ
こ
ろ
と
キ
ャ
リ
ア
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

オ
フ
ィ
ス

オ
フ
ィ
ス  

結（
ゆ
う
）

結（
ゆ
う
）  

代
表
代
表

山
本
公
子

山
本
公
子

（１）　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
利
用
場
面
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や
行
動
観
察
、
そ
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の

利
用
（
適
性
検
査
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
、
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｇ
s
等
）
が
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る
６
分
野
（
６

ス
テ
ッ
プ
）
は
、
①
自
己
理
解
、
②
仕
事
（
職
業
世

界
）
理
解
、
③
啓
発
的
経
験
、
④
キ
ャ
リ
ア
選
択
の

意
思
決
定
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。
自
分
と
仕
事
の
統

合
）、
⑤
方
策
の
実
行
（
意
思
決
定
し
た
こ
と
の
実

行
）
⑥
追
指
導
・
仕
事
へ
の
適
応
で
す
が
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
は
、
そ
の
う
ち
①
、
②
、
④
で
よ

く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

生
徒
、
学
生
、
若
年
者
の
相
談
で
多
い
の
は
、「
自

分
が
何
に
向
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
適
性
を

知
り
た
い
」「
希
望
す
る
仕
事
が
適
し
て
い
る
か
」
と

い
う
①
自
己
理
解
や
、「
仕
事
の
就
き
方
を
知
り
た
い
」

「
資
格
や
訓
練
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と
い
う
、
②
仕

事
理
解
で
あ
り
、
適
性
検
査
等
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

大
学
生
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
自
己
Ｐ
Ｒ
、

面
接
の
受
け
方
な
ど
、
就
職
活
動
そ
の
も
の
の
相
談

も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
で
き
な
い
原
因

が
、
自
己
分
析
を
な
お
ざ
り
に
し
て
進
め
て
い
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
自
己
理
解
の
ス
テ
ッ
プ
に
戻
り
ま

す
。

　

あ
る
女
子
学
生
は
、「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ど
う

書
け
ば
い
い
か
」「
緊
張
し
て
上
手
に
話
せ
な
い
」
と

相
談
に
来
ま
し
た
。
複
数
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー

ル
を
利
用
し
つ
つ
、
自
己
分
析
を
繰
り
返
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
彼
女
は
違
う
会
社
を
受
け
る
た
び
に
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
作
り
直
し
て
来
ま
し
た
。
そ

し
て
、
あ
る
日
「
か
な
り
多
く
の
企
業
を
受
け
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
内
定
が
も
ら
え
ま
し
た
」
と
報
告

に
や
っ
て
来
た
の
で
し
た
。「
徹
底
的
に
自
己
分
析
を

し
た
の
で
、
最
初
は
面
接
の
受
け
答
え
に
自
信
が
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
ど
の
方
向
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
突
っ

込
ま
れ
て
も
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
自
信
を
持
っ
て
語
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
は
、
自
己
理
解
や
適
性

理
解
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
際
に
、
能
力
・
適
性
、
職
業
興

味
、
価
値
観
な
ど
を
多
面
的
に
把
握
し
た
り
、
職
業
理

解
を
促
し
た
り
す
る
目
的
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

検
査
は
堅
苦
し
い
、
使
い
づ
ら
い
と
感
じ
る
場
合
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
カ
ー
ド
（
Ｏ
Ｈ

Ｂ
Ｙ
カ
ー
ド
ほ
か
）
等
標
準
化
さ
れ
て
い
な
い
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
は
、「
価
値
観
」「
働
き
方
、
人

生
観
」
な
ど
様
々
あ
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身
が
作
成

し
て
も
よ
い
の
で
す
。
自
由
度
が
高
く
、
グ
ル
ー
プ
指

導
で
、
個
人
作
業
と
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
と
を
セ
ッ

ト
に
し
て
効
果
を
上
げ
る
よ
う
な
使
い
方
が
で
き
ま
す
。

フ
ォ
ー
マ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

心
理
検
査
の
多
く
は
、
標
準
化
さ
れ
て
い
る
「
フ
ォ

ー
マ
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
で
す
。

　

知
能
検
査
（
Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｓ

－

Ⅲ
ほ
か
）、性
格
検
査
（
Ｙ

Ｇ
性
格
検
査
、
東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム
ほ
か
）、
作
業
性

格
検
査
（
Ｋ
Ｎ
式
ク
レ
ペ
リ
ン
作
業
性
格
検
査
ほ
か
）

等
が
あ
り
、
個
人
の
心
理
的
な
特
性
を
と
ら
え
ま
す
。

　

職
業
適
性
検
査
は
、
そ
れ
に
加
え
て
「
自
己
理
解

と
職
業
理
解
、
お
よ
び
そ
の
統
合
を
図
る
こ
と
」
が
で

き
、
検
査
結
果
か
ら
そ
の
人
に
適
し
た
職
業
の
探
索
が

で
き
ま
す
。
ま
た
「
職
業
分
類
表
」（
職
業
世
界
の
マ

ッ
プ
）
が
用
意
さ
れ
、
職
業
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

代
表
的
な
適
性
検
査
と
し
て
は
、
能
力
適
性

：

Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
（
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査
）
、

職
業
興
味

：

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
（
職

業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

適
性
検
査
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で

す
。

　

①
理
論
的
枠
組
み
に
基
づ
い
て
い
る
、
②
標
準
化

さ
れ
、
客
観
的
な
評
価
が
で
き
る
、
③
全
体
の
中
で

の
個
人
の
相
対
的
な
位
置
が
わ
か
る
、
④
職
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
職
業
探
索
が
で
き
る
、
な
ど
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
比
較
的
短
時
間
で
、
集
団
に

実
施
で
き
る
、
②
学
業
と
は
違
っ
た
視
点
で
客
観
的
に

評
価
で
き
る
、
③
職
業
や
進
路
の
方
向
性
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
や
す
い
、
④
ク
ラ
ス
や
学
校
全
体
の
傾
向
を
知
っ

て
指
導
に
生
か
せ
る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

C
A
C
G
s
（C

o
m
p
u
te
r A
s
s
is
te
d
 C
a
re
e
r 

G
uidance S

ystem

）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

総
合
的
な
ツ
ー
ル
で
す
。
職
業
情
報
も
豊
富
で
、
マ

ッ
チ
ン
グ
が
簡
単
に
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

年
齢
別
に
、中
学
生
・
高
校
生
向
け
の「
Ｏ
Ｈ
Ｂ
Ｙ
」、

大
学
生
や
一
般
向
け
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
」、

ミ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
層
（
３５
歳
か
ら
６０
歳
代
）
向
け
「
キ

ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ
Ｃ
」、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
総
合
職
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て「
キ

ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

こ
こ
で
は
深
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
心
身
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
方
へ
の
支
援
や
、
心
の
健
康
（
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
問
題
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

例
え
ば
、
不
登
校
、
心
の
病
、
い
じ
め
、
暴
力
な

ど
の
被
害
者
や
当
事
者
で
あ
っ
て
も
、
心
の
問
題
を

（２）　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
種
類
と
使
い
方



5 職業研究　2010　春季号

巻頭言   

ケ
ア
し
つ
つ
も
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
ふ
ま
え

た
支
援
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
働
く
人
生
は
４０
年
以
上
あ
り
ま
す
。
生
き
生

き
と
働
き
続
け
て
い
く
上
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題

は
重
要
で
す
。
過
重
労
働
や
職
場
の
人
間
関
係
等
の
ス

ト
レ
ス
が
心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
心
身
の
病
気
、

う
つ
病
な
ど
に
か
か
り
、
休
職
や
退
職
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
殺
者
が
年
間
３
万
人
を
超
す
状
況
が
続

く
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
国
・
企
業
の
双
方
で

重
点
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
利
用
さ
れ
る
ツ
ー
ル
と

し
て
は
、「
Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス
検
査
」
等
が
あ
り

ま
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
選
び
方

①　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
は
、目
的
、適
用
年
齢
、

準
備
状
態
、
使
用
場
面
な
ど
に
よ
っ
て
、
適
切
に

選
び
ま
す
。
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
習
熟
し
て
正
し

く
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②　

詳
し
く
結
果
が
出
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
な

く
、
そ
の
人
自
身
が
理
解
で
き
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

役
立
て
ら
れ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
職
業
世
界
の
情
報

が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
、
自
分
の
特
徴
が
生
か
せ

る
職
業
分
野
が
わ
か
る
こ
と
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
あ

り
、
学
習
に
つ
な
が
る
こ
と
。
次
の
職
業
研
究
や
就

職
活
動
な
ど
に
展
開
し
や
す
い
こ
と
な
ど
。

③　

結
果
に
対
し
て
、
個
人
が
希
望
を
持
て
る
よ
う

に
、
表
示
や
解
釈
法
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④　

低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
。
大
人
数
に
、
気
軽
に

実
施
で
き
る
こ
と
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
効
果

①　

客
観
的
に
自
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
付

き
が
あ
り
、視
野
が
広
が
る
。自
己
理
解
が
深
ま
り
、

進
路
や
職
業
選
択
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
。

②　

進
路
・
職
業
情
報
に
よ
っ
て
、
適
し
た
方
向
性
が

示
さ
れ
、
考
え
る
動
機
付
け
と
な
る
こ
と
。

③　

自
分
の
特
性
や
職
業
能
力
に
つ
い
て
現
実
的
に
考

え
や
す
く
な
る
こ
と
。

④　
「
結
果
が
目
に
見
え
る
形
に
な
る
」
こ
と
で
、
漠

然
と
し
て
い
た
も
の
が
明
確
に
な
る
。
状
況
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
結
果
も
変
化
す
る
の
で
わ
か
り
や
す

い
こ
と
。

　　

以
上
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し

て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

相
談
場
面
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
活
用
に
つ
い
て
注

意
点
を
述
べ
ま
す
。

・
各
検
査
の
効
果
と
限
界
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
検
査
で
人
間
全
体
を
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、

断
片
的
な
情
報
に
な
り
ま
す
。
決
め
つ
け
を
せ
ず
、

検
査
時
の
状
況
、
環
境
や
個
人
的
背
景
な
ど
を
含
め

て
考
え
ま
す
。

・
結
果
は
あ
る
時
点
の
状
態
を
反
映
し
た
も
の
で
、
今

後
変
化
し
、
発
達
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
生

涯
発
達
的
な
観
点
で
み
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
相
談
場
面
で
は
、
結
果
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
、

説
明
し
な
が
ら
強
み
や
良
い
と
こ
ろ
に
気
づ
か
せ
、

弱
み
は
課
題
と
し
て
と
ら
え
ま
す
。
個
性
を
生
か

せ
そ
う
な
進
路
や
職
業
の
方
向
性
な
ど
を
説
明
し
ま

す
。
そ
し
て
、
本
人
の
考
え
方
や
感
想
を
聴
き
な
が

ら
よ
く
話
し
合
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
、
学

校
や
日
常
生
活
の
様
子
、
家
族
の
希
望
や
考
え
方
な

ど
を
あ
わ
せ
て
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

・
顕
在
的
・
潜
在
的
な
資
質
を
生
か
し
て
、
自
ら
な

り
た
い
自
分
に
向
け
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、

選
択
肢
の
中
か
ら
「
自
ら
が
選
択
し
た
」
と
い
う

気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
進

め
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
基
本
は
、
人
が
人
を

支
援
す
る
こ
と
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
も
、
ツ

ー
ル
の
活
用
に
も
、
人
間
性
が
反
映
さ
れ
ま
す
。
キ

ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
は
じ
め
キ
ャ
リ
ア
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
携
わ
る
方
は
、
必
要
な
能
力
を
意
識

し
、
知
識
や
経
験
を
積
み
、
自
己
研
鑽
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ア
セ
ス

メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
を
正
し
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
個
人
の
可
能
性
が
広
が
り
、
新
し
い
扉
が
開

い
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

３　

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
活
用

やまもと・きみこ●京都府立大学卒（福祉学科・児童福祉）。

労働省（現厚生労働省）・大阪府で心理専門職として職業

適性相談等の労働および福祉の分野で勤務。2005年、こ

ころとキャリアのカウンセリングオフィス結（ゆう）を開設

（http://www.tcct.zaq.ne.jp/bpaam207/cocoro-you/）。シニ

ア産業カウンセラー。現在、関西大学他の大学（院）で

キャリア関連科目の講義、キャリアデザインアドバイ

ザー、学生相談等を担当。その他、生活福祉自立支援カ

ウンセリング、公的機関や企業のメンタルヘルス、ハラ

スメント研修、キャリア形成支援の講演等も行う。

主な著作に、「改訂キャリアデザイン概論」（共著）、「産

業カウンセリング辞典」（分担執筆）がある。雇用問題

研究会主催の夏季キャリア・カウンセリングセミナー（大

阪会場）の講師も務める。

 Profi le

（３）　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
選
び
方
と
効
果
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厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査

（
G
A
T
B
）の
活
用

〜
自
分
に
合
っ
た
「
職
業
選
び
」
の
た
め
に
〜

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
進
路
を
選
ぶ

た
め
に
は
、
個
人
の
持
つ
諸
特
性
と
希
望

す
る
進
路
が
ど
れ
く
ら
い
適
合
し
て
い
る
の

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
の
傾
向
と
し
て
、「
や
り
た
い
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
」「
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
ら

れ
な
い
」
な
ど
と
訴
え
る
生
徒
が
多
く
な
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
自
己
を
よ
く
知

り
、
次
に
職
業
を
理
解
す
る
こ
と

か
ら
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
明
確
な

進
路
目
標
を
持
つ
こ
と
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
己
理
解
で
は
、
自
分
の
個
性

を
理
解
し
た
う
え
で
、
自
分
は
将

来
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
社

会
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に

自
己
理
解
を
深
め
、
職
業
意
識
を

啓
発
し
て
い
け
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

厚生労働省編一般職業適性検査

　　

本
校
で
は
１０
数
年
前
か
ら
同
検
査
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
導
入
当
初
は
就
職
希
望

者
も
３
割
近
く
お
り
、
少
し
で
も
検
査
に

慣
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
当
初
は
検
査
自
体
に
慣
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
生
徒
が

検
査
結
果
を
な
が
め
る
だ
け
で
終
わ
っ
て

自
己
理
解
・
職
業
理
解
の
促
進

1

し
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
し
か
し
、
な
が

め
て
終
わ
り
と
い
う
だ
け

で
は
不
十
分
で
す
。
職
業

の
世
界
の
成
り
立
ち
を
知

る
と
と
も
に
職
業
世
界
を

探
索
し
、
検
査
結
果
か
ら

自
分
の
特
徴
は
ど
の
よ
う

な
点
に
み
ら
れ
る
の
か
を

よ
く
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
働
き
方
・
生
き
方
を

し
た
い
の
か
を
展
望
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の

よ
う
な
作
業
を
通
し
て
得

ら
れ
る
「
気
づ
き
」
か
ら

自
己
理
解
・
職
業
理
解
が

促
進
さ
れ
、
「
な
り
た
い
自
分
」
探
し
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
現
在
で
は
、

「
自
分
に
合
っ
た
進
路
選
び
」
を
す
る
た
め

に
、
ま
ず
職
業
観
を
高
め
る
こ
と
と
、
自
分

に
適
し
た
職
業
や
業
種
を
考
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
こ
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
２
年
生
を
対
象
と
し
て
２
学

アセスメント・ツールによる自己理解特 集

自
由
ヶ
丘
学
園
高
等
学
校　

教
務
部
進
路
指
導
主
任　

笠
間
陽
弘

現
在
の
実
施
状
況

3

厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性

検
査（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）利
用
の
経
緯

2
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期
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
進
路
実
現
の
年
と

な
る
３
年
生
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
実
施
し
、

適
性
や
能
力
を
的
確
に
と
ら
え
て
現
実
的
な

進
路
決
定
へ
と
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

適
性
検
査
の
大
き
な
特
徴
は
、
職
業
世
界

に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供
さ
れ
、
い
わ
ば
職

業
世
界
の
「
の
ぞ
き
窓
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
世

界
の
理
解
促
進
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
進
路

適
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

検
査
判
定
結
果
は
先
に
述
べ
ま
し
た
が
、

な
が
め
て
終
わ
り
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ロ
ン

グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
を
進
路
学
習
の
時

間
と
し
て
利
用
し
て
振
り
返
り
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
検
査
判
定
結
果
表
は
、
本
校
独
自

の
「
進
路
ノ
ー
ト
」（
写
真
）へ
貼
付
し
て
、キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
考
え
ま
す
。
職
業
知
識
を
涵
養

す
る
た
め
に
、
１
年
次
か
ら
興

味
や
関
心
に
沿
っ
て
将
来
ど
ん

な
職
業
、
生
き
方
が
あ
る
の
か

を
学
び
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
一
連
の
流
れ
の

中
で
生
徒
は
、
各
自
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
を
再
確
認
し
志
望
校
や
志

望
先
を
絞
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
三
者
面
談
に
お
い
て

検
査
判
定
結
果
を
保
護
者
に
直

接
返
却
し
て
、
ご
家
庭
で
の
進

路
に
対
す
る
意
識
も
高
め
て
も

ら
う
よ
う
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
校
内
で
の
活
用
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
三
者
面
談
で
の

活
用
に
よ
り
学
校
と
家
庭
と
の

距
離
感
を
少
し
で
も
縮
め
、
進

路
指
導
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
進
路
実
現
を
よ
り

確
実
な
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

進
路
学
習
の
時
間
に
行
う
振
り
返
り
学
習

で
の
様
子
を
見
る
と
、
ま
だ
作
業
的
な
学
習

の
色
彩
が
強
く
、
検
査
の
最
大
限
の
活
用
に

は
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
取
り
組
み
そ
の

も
の
は
と
て
も
真
剣
で
あ
り
、Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
は
、

得
意
な
面
も
不
得
意
な
面
も
含
め
、
客
観
的

に
自
分
の
能
力
や
適
性
の
特
徴
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
希
望
す
る
進
路
を
決
め
る
こ
と

は
、
将
来
の
職
業
選
択
が
絞
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
文
系
・
理
数
系
、
工
業
系
や

そ
の
他
の
分
野
の
ど
れ
に
向
き
そ
う
か
な
ど
、

様
々
な
進
路
選
び
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

ツ
ー
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

就
職
指
導
に
お
い
て
、
生
徒
の
希
望
職
種

と
適
性
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
１
年
次
よ
り
職
業
観
か
ら
の
進

路
選
択
を
促
し
て
き
た
も
の
の
、
い
ざ
進
路

先
を
決
定
す
る
と
な
る
と
現
実
的
に
考
え
ら

れ
ず
、
自
分
の
理
想
で
選
択
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
む
し
ろ
、
適
性
か
ら
職
種
を
き
ち

ん
と
決
定
す
る
生
徒
の
ほ
う
が
少
な
い
よ
う

に
も
感
じ
ま
す
。
適
性
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
い
ほ
ど
就
職
内
定
率
が
低
い
こ
と
は
、
近

年
の
高
校
生
の
就
職
事
情
に
顕
著
に
表
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
生

徒
を
い
ち
早
く
抽
出
し
、
個
別
に
再
度
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｂ
を
実
施
し
対
応
し
た
こ
と
は
、
非
常
に

効
果
が
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
か
に
検
査
判
定
結
果
を
活
用
し
、
自
分

を
再
認
識
さ
せ
、
自
分
の
適
性
に
合
っ
た
進

路
先
に
促
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
さ
せ
ら
れ
る
か
が
と
て
も
難
し
い

点
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
切
な
こ
と

で
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
場
面

だ
と
思
い
ま
す
。

GATB

検
査
判
定
結
果
の
活
用

4

検
査
の
効
果

5
適
性
に
合
っ
た
進
路
へ

6
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アセスメント・ツールによる自己理解特 集

多様な職業分野で仕事をするうえで必要とされる代表的な９種の能力
（適性能）を測定することにより、個人の能力特徴の理解の促進や適
職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情報を提供すること
を目的として作成された。 
■適用対象：中学2年生以上（13～45歳未満）の生徒・学生・求職者

厚生労働省編一般職業適性検査（進路指導・職業指導用）

ＧＡＴＢ
General Aptitude Test Battery

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
が
測
定
し
て
い

る
適
性
能
と
は
、「
こ
れ
か
ら

そ
の
職
業
に
就
く
た
め
の
訓

練
や
教
育
を
受
け
、
必
要
な

経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
と
き
、

先
々
、
そ
の
職
業
で
う
ま
く

や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
潜
在
的
な
能
力
」
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
潜
在
的
な
能
力
で
す
か
ら
「
将
来
の
可
能
性
」
を

予
測
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
検
査

をA
p
titu
d
e
 T
e
st

（
適
性
検
査
）
と
言
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、「
現
在
」
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
か
を

調
べ
る
の
が
、A

c
h
ie
v
e
m
e
n
t T
e
st

（
学
力
検
査
）
や

S
k
ill T
e
st

（
実
技
検
査
）
の
よ
う
なP

ro
fi c
ie
n
c
y

の

検
査
（
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
と
総
称
さ
れ
る
）
で
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
で
は
、
個
人
の
持
つ
９
つ
の
適
性
能
レ
ベ
ル

を
測
定
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
と
職
業
の
世
界
を
結

び
付
け
る
た
め
に
、
職
業
と
能
力
の
関
係
を
表
し
た
一
覧

表
（
職
業
領
域
別
適
性
職
業
群
一
覧
表
）
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

仕
事
を
す
る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
能
力
の
種
類
に
よ

り
、
職
業
を
４０
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
（
適
性
職
業
群
）、

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
適
性
能
レ
ベ
ル（
所
要
適
性
能
基
準
）

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
に
よ
り
、職
業
指
導
や
進
路
指
導
に
お
い
て
、

多
様
な
職
業
の
中
か
ら
、
個
人
の
能
力
上
の
持
ち
味
を
生

か
す
職
業
を
探
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
１１
種
類
の
紙
筆
検
査
と
４
種
類
の
器
具
検

査
が
あ
り
、
合
計
１５
の
下
位
検
査
（S

u
b
 T
e
st

）
が
組

み
合
わ
さ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
筆
検
査
と
器
具

検
査
の
複
合
で
あ
る
こ
と
が
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
大
き
な
特
徴
で

も
あ
り
ま
す
。

　

各
適
性
能
の
意
味
を
よ
く

理
解
し
て
お
く
こ
と
が
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｂ
を
活
用
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
個
人
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
解
釈
し
、
検
査

結
果
を
説
明
す
る
と
き
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
能
が
ど
ん

な
意
味
な
の
か
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
左
表
参
照
）

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
個
人
の
特
性

と
職
業
の
側
の
要
因
を
関
係

づ
け
て
み
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
職
業
と
い
っ
て
も
実

に
多
種
多
様
で
、
そ
の
一
つ

ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
個
人
の

特
性
と
関
係
づ
け
て
い
く
の

は
不
可
能
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
職
業
を
、
そ
の
職
業
が

必
要
と
し
て
い
る
適
性
の
パ
タ
ー
ン
（
類
型
）
に
よ
っ
て

分
類
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
立
っ
て
、
職
業
を
適
性
能
の

類
型
別
に
分
類
し
た
の
が
適
性
職
業
群
（O

ccupational 

A
ptitude P

attern

）
で
す
。
次
の
よ
う
な
類
型
例
が
あ

り
ま
す
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ン
は
職
業
だ
け
で
な
く
、
進

路
選
択
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。
例
え
ば
文
系
、
理
系
と

い
う
分
け
方
も
あ
り
ま
す
。

　

文
系　
　

Ｇ
Ｖ
Ｎ　

ま
た
は
、　

Ｇ
Ｖ
Ｑ

　

理
系　
　

Ｇ
Ｎ
Ｓ

　

も
ち
ろ
ん
、こ
れ
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
パ
タ
ー
ン
（
類
型
）

を
解
釈
す
る
と
き
の
お
お
ま
か
な
目
安
で
あ
っ
て
、
そ
の

パ
タ
ー
ン
で
な
け
れ
ば
相
応
し
く
な
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
の
能
力
特
徴
と
し
て
将
来
の
職
業

選
択
の
重
要
な
情
報
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
は
で
き
な
く
と
も
学
習
や
訓
練
に
よ
っ
て
将
来
で
き

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
潜
在
能
力
で
す
か
ら
、
特
に
若
年
者
で

は
、
将
来
の
進
路
や
職
業
の
可
能
性
を
広
く
と
ら
え
る
意
味

で
、
適
性
能
の
把
握
は
大
変
重
要
な
も
の
と
言
え
ま
す
。

GATB
の

特　徴

適性職業群
の考え方と
適性能類型

適性能の意味
と

プロフィール

●９つの適性能（潜在能力） 

適性能 内 容 作業の例 

状況を分析判断する、工夫したり、新
しいアイディアを出す 

文章を読み書きする、言葉で伝達した
り、説明を理解する 

各種計算、集計作業、数量管理・分
析、金銭管理などを行う 

印刷物の校正、帳票の記載やチェッ
ク、表の作成作業などを行う 

設計図を理解したり作成する、造形的
な作業を行う 

裁断、切断、切削、取付け、貼付け、
接合、組立等の作業を行う 

キーボードの操作、素早い繰返し作業
を行う 

精密作業、小さい物を指先で取り扱う
作業を行う 

ハンドルやレバーを操作する作業、道
具を巧みに扱う作業を行う 

一般的理解力、推理、判断力、応用力 

言語的な理解力、文章読解、表現力 

数的な処理能力、計算力、数的推理力 

文字、記号などデジタルデータの比較
弁別、一般的な注意力 

立体的、構造的な理解力、図面から実
物をイメージする力 

形、図形などイメージデータの比較弁
別力 

目と手の共応、迅速で正確な動作を行
うコントロール力 
指先の巧緻性、細かい物を正確に扱う
能力 

腕や手首を使って物を巧みに扱う能力 

認 
知 

能 

知 
覚 

能 

運 
動 

能 

機能 

機 

機 

機 

G 

V 

N 

Q 

S 

P 

Ｋ 

Ｆ 

M

知的能力 

言語能力 

数理能力 

書記的知覚 

空間判断力 

形態知覚 

運動共応 

指先の器用さ 

手腕の器用さ 

ＧＶＮ 

ＧＮＳ 

ＧＶＱ 

ＧＮＱ 

ＧＱＫ 

ＧＱＭ 

ＮＳＰ 

ＳＰ 

ＳＰＭ 

ＳＰＦ 

ＰＫＭ 

ＫＦＭ 

法律、経営など、いわゆる 
文系の専門的な職業 
同じく理系の専門的な 
職業 
事務、教育、編集などの 
職業 

販売、経理などの職業 

ＯＡ機器オペレータなど 
機械事務の職業 
看視、看護などの注意 
力が必要な職業 

製図、測定などの職業 

デザインなどの職業 

機械工作、造形の職業 

手工技能の職業 

組み立て、加工の職業 

機械操作の職業 



（株）プランダム
コピーライター

丸山智子さん（28歳)

大学の法学部政治学科を卒業後、出版
社での編集業務を約１年経験。不動産広
告制作会社に移り、アシスタントを経てコ
ピーライターに。３年勤務の後、本年３
月より現在の会社にコピーライターとして
勤務。
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GATB

　

大
学
時
代
、
学
園
祭
の
実
行
委
員

を
務
め
た
丸
山
さ
ん
は
、
宣
伝
活
動
な

ど
に
携
わ
る
う
ち
、
言
葉
に
よ
っ
て
人

に
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
の
魅
力
を
知

る
。
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
働
き
た

い
と
就
職
活
動
に
取
り
組
ん
だ
が
、
就

職
難
の
買
い
手
市
場
の
年
で
も
あ
り
ほ

と
ん
ど
全
滅
。「
卒
業
後
５
月
に
な
っ
て

や
っ
と
あ
る
出
版
社
に
入
り
ま
し
た
」

　

編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
業
務
も
行
っ

て
い
た
そ
の
会
社
で
は
、
編
集
を
中
心

に
取
材
や
原
稿
執
筆
な
ど
の
仕
事
を
す

る
。
多
少
近
い
職
種
か
と
思
っ
て
入
社

し
た
が
、
丸
山
さ
ん
の
や
り
た
い
コ
ピ

ー
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
と
は
違
っ
て
い

た
。
１
年
後
、
や
は
り
希
望
の
職
種
に

就
き
た
い
気
持
ち
が
募
り
、
不
動
産
関

係
専
門
の
広
告
制
作
会
社
に
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
入
り
、
１
年
半
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
後
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
な
る
。
そ

し
て
経
験
を
積
む
中
で
、
他
業
界
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
へ
の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
会
社
事
情
も
重
な
り
退
職
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
も
丸
山
さ
ん
は
自
己

研
鑽
を
続
け
て
い
た
。「
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ

ー
の
講
座
な
ど
に
は
通
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
し
て
こ
の
３
月
、
広
告
代
理
店
で

あ
る
㈱
プ
ラ
ン
ダ
ム
に
入
社
。
コ
ピ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
企
画
づ
く
り
等
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
の
結
果
は
、
全
体
的
に

得
点
が
高
く
、
特
に
知
的
能
力
、
言
語

能
力
、
書
記
的
知
覚
に
優
れ
、
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
所
要
基
準
点
を
完
全
に
満

た
し
て
い
た
。

　
「
今
ま
で
好
き
だ
か
ら
、
と
い
う
だ
け

で
こ
の
分
野
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
能
力
適
性
の
面
で
も
裏
づ
け

を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
よ
か
っ

た
で
す
」

　

昔
か
ら
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
で

は
あ
っ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
形
で
客
観

的
な
指
標
を
得
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
と
い
う
。

　
「
私
自
身
、
社
会
人
と
し
て
５
年
ほ

ど
経
験
し
て
き
て
思
う
の
で
す
が
、

キ
ツ
イ
仕
事
で
も
、
好
き
な
こ
と
な
ら

頑
張
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
経
験
は

何
ら
か
の
形
で
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い

て
、
無
駄
な
も
の
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
」

　

小
さ
い
頃
は
手
製
の
壁
新
聞
を
自

作
し
た
り
、
最
近
で
は
ブ
ロ
グ
に
書
い

た
趣
味
の
演
劇
評
が
知
人
の
目
に
留
ま

り
、
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
た
り
し
て
い
る

と
い
う
丸
山
さ
ん
は
、
言
葉
を
推
敲
し

て
文
章
を
書
く
こ
と
で
人
に
伝
え
る
と

い
う
仕
事
が
根
っ
か
ら
お
好
き
な
よ
う

に
お
見
受
け
し
た
。

コピーライター ●社会人にG
厚生労働省編一般職業適性検査

ATBを受けていただきました

丸山さんの
職業適性
判定

●得点が高く出て
　いる適性能

１位：Ｖ 言語能力　
２位：Ｇ 知的能力／Ｑ 書記的知覚　
４位：Ｎ 数理能力

●適性能が活かせると思われる職業例

ＶＧＱ：新聞記者、コピーライター、インストラクター、
　　　  教員　等
ＶＧＮ：マーケティングリサーチャー、イベントプランナー、
　　　  人文科学系の研究者　等

コピーライターの仕事に必要とされる、言語的な
理解力や言語を使いこなす「言語能力」、新しいア
イディアを生み出すのに必要な「知的能力」が高
く、「文字や数字の理解力が特に優れている」とい
う特徴が見られる。仕事を通して、それらの能力
にますます磨きがかかると思われ、また「数理能力」
も高いため、将来的には企画等、職域を広げてい
ける可能性も秘めている。
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アセスメント・ツールによる自己理解特 集

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
活
用

　

本
校
で
は
平
成
１８
年
度
か
ら
「
も
っ
て
生

ま
れ
た
も
の
を
深
く
探
っ
て
強
く
引
き
出
す

生
徒
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
趣
旨
を
全
教
育
活
動
に
敷
延
さ

せ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
の
柱
と
し
て
「
体
験
」「
表
現
」「
情
報
」

「
検
査
」
の
４
つ
を
据
え
て
い
ま
す
。
ア
セ

ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
は
主
と
し
て
「
情
報
」

と
「
検
査
」
に
関
係
し
ま
す
が
、
本
校
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
全
体
像
を
つ
か
む
た
め
に
、

「
体
験
」
と
「
表
現
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
体
験
」
と
「
表
現
」
は
セ
ッ
ト
で

す
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
底
」
と
い

う
本
校
独
自
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
将

来
ど
の
よ
う
な
道
に
進
も
う
と
も
中

学
校
時
代
に
５
つ
の
体
験
（
役
割
・
協

力
体
験
、
探
求
・
創
造
体
験
、
勤
労
・

交
流
体
験
、
表
現
体
験
、
達
成
・
感
動

体
験
）
を
し
っ
か
り
積
ん
で
お
く
こ
と

が
、
実
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
う
え
で
自
分
の
支
え
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
年
間
の
主
要
な
学
校
行

事
は
こ
れ
ら
５
つ
の
体
験
を
積
む
場

で
す
。
中
で
も
各
学
年
が
５
月
に
行
う

職
場
体
験
学
習
は
６
月
の
グ
ル
ー
プ

レ
ポ
ー
ト
発
表
会
、
９
月
の
学
校
祭
の

職業レディネス・テスト

学
年
創
作
発
表
、
１２
月
の
個
人
結
晶
レ
ポ
ー

ト
と
い
う
一
連
の
調
査
活
動
や
表
現
活
動
の

中
で
深
め
ら
れ
、
体
験
の
省
察
に
よ
り
キ
ャ

リ
ア
発
達
を
促
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

職
業
理
解
や
自
己
理
解
の
た
め
に
「
職
業

レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
」（
以
下
「
Ｖ
Ｒ
Ｔ
」
）

や
「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
」
や
「
Ｏ
Ｈ

Ｂ
Ｙ
カ
ー
ド
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（１）　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
利
用
の
経
緯

　

平
成
１８
〜
２０
年
度
の
取
り
組
み
で「
体
験
」

と
「
表
現
」
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
考
え
方
が
職
員
の
間
に
か
な
り
浸
透
し
た

こ
と
を
受
け
、
２１
年
度
か
ら
本
格
的
に
職
業

理
解
の
た
め
の
情
報
ツ
ー
ル
や
自
己
理
解
の

た
め
の
検
査
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
学
区
内
に
あ
る
秋
田
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
（
以
下
「
職
能
短
大
」
）
の

職
員
の
方
々
を
講
師
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
の
教
員
研
修
及
び
生
徒
へ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
職
能
短
大
か
ら

は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
以
下
「
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
」
）
の
研
究
刊
行
物
を
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
分

化
度
や
「
進
路
成
熟
尺
度
」（
日
本
進
路
指

導
協
会
、
１
９
９
９
）
や
「
進
路
課
題
自
信

本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

1

「
情
報
」
と
「
検
査
」
に
お
け
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の

活
用

2

尺
度
」（
坂
柳
・
清
水
、
１
９
９
０
）
に
よ
っ

て
職
業
意
識
の
発
達
や
自
己
肯
定
感
の
向
上

を
と
ら
え
る
手
が
か
り
を
得
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
を
２
度
訪
問
し
、
そ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
中
で
、
更
に
Ｏ
Ｈ

Ｂ
Ｙ
カ
ー
ド
の
存
在
も
知
り
ま
し
た
。
平
成

２１
年
度
に
秋
田
県
教
育
委
員
会
が
新
規
事

業
と
し
て
起
こ
し
た
「
チ
ェ
ン
ジ
あ
き
た
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
「
自
立
心
と
進

取
の
気
概
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
て
応
募
し
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、「
体
験
」「
表
現
」「
情
報
」「
検
査
」
を

一
体
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
す
る
中

で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
を
本
格
的
に

活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（２）　

各
種
ツ
ー
ル
の
活
用

　

①　

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
＊

　

３
年
生
に
進
級
す
る
前
後
（
３
月
〜

４
月
）
に
活
用
。
職
業
興
味
調
査
等
か

ら
入
り
具
体
的
な
職
業
に
つ
い
て
テ

キ
ス
ト
情
報
を
得
ま
す
。
こ
れ
は
、
５

月
の
修
学
旅
行
に
お
け
る
東
京
で
の

１
日
職
場
体
験
学
習
先
の
下
調
べ
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
職

能
短
大
で
行
い
、そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
の
使
用
は
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
本
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
で
行
い
ま
し
た
。

＊編集部注：キャリア・インサイトは、大学生向けに開発されており、中学生に使用した場合の結果についての信頼性は保証されていませんが、そのことを理解し、先生の指導の下で使用
することが望まれます。

秋
田
県
大
館
市
立
第
一
中
学
校
教
頭　

小
笠
原
茂
人
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VRT

　

②　

Ｖ
Ｒ
Ｔ

　

３
年
生
全
員
（
約
１
７
０
名
）
を
対

象
に
、
職
場
体
験
学
習
前
の
５
月
、
職

場
体
験
を
グ
ル
ー
プ
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
た
後
の
７
月
、
職
業
興
味
等
に
つ

い
て
個
人
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し

た
後
の
１２
月
に
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
ま

し
た
。
判
定
等
は
雇
用
問
題
研
究
会
に

依
頼
。
結
果
票
を
学
級
活
動
の
時
間
で

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
転
記
。
基
礎
的
志
向

性
に
つ
い
て
着
目
す
る
と
と
も
に
、
適

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
職
業
群
に
関

心
が
深
ま
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
回
の
分
化
度
の
変
化
も
見
よ
う

と
し
ま
し
た
。

　

③　

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

　

②
で
明
ら
か
に
な
っ
た
職
業
群
で

示
さ
れ
た
具
体
的
な
仕
事
内
容
に
つ

い
て
、
興
味
や
疑
問
を
持
っ
た
も
の
を

キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
活
用
し

て
調
べ
る
学
習
活
動
を
行
い
ま

し
た
。（
写
真
）

　

④　

Ｏ
Ｈ
Ｂ
Ｙ
カ
ー
ド

　

１１
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
職
員

を
講
師
に
招
き
Ｏ
Ｈ
Ｂ
Ｙ
カ
ー

ド
の
校
内
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。
上
記
の
①
〜
③
は
個
人
学

習
の
形
態
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
Ｏ
Ｈ
Ｂ
Ｙ
カ
ー
ド
の
場
合

は
、
個
人
学
習
と
グ
ル
ー
プ
学

習
の
両
方
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら

活
気
あ
る
授
業
が
期
待
で
き
ま

す
。
実
際
、
１２
月
に
Ｏ
Ｈ
Ｂ

Ｙ
カ
ー
ド
を
用
い
て
校
内
授
業

研
究
会
を
行
っ
た
折
り
に
は
、

カ
ー
ド
の
絵
柄
を
見
て
そ
の
仕

事
を
「
選
択
す
る
」「
考
え
中
」

「
選
択
し
な
い
」
に
分
け
て
い

く
と
き
の
一
人
ひ
と
り
の
集
中

し
て
カ
ー
ド
を
選
ぶ
姿
や
、
互
い
の
選

ん
だ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内

で
自
由
闊
達
に
話
し
合
う
姿
が
見
ら

れ
、
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

（３）　

各
種
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
効
果

　

①  

Ｖ
Ｒ
Ｔ
に
お
け
る
職
業
興
味
の
分
化

　
　

度
（
６
領
域（
R
I
A
S
E
C
）の
う
ち

　
　

最
も
得
点
の
高
い
も
の
と
低
い
も
の
と

　
　

の
差
）
の
向
上

　
　

・
全
体
と
し
て
他
の
調
査
よ
り
高
い
数

　
　
　

値

　
　

・
職
業
興
味
が
し
だ
い
に
明
確
化

　

②　

進
路
課
題
自
信
尺
度
＊

に
よ
る
自
信

　
　

度
の
低
い
グ
ル
ー
プ
の
向
上

　
　

・
各
項
目
に
つ
い
て
自
信
度
が
向
上

　
　

・
職
場
体
験
や
個
人
研
究
が
効
果
的
に

　
　
　

影
響

 

（４）　

生
徒
の
声 

　

自
分
自
身
の
在
り
方
や
生
き
方
を
働
く
こ

と
と
関
係
づ
け
て
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

全
教
育
活
動
で
展
開
し
て
い
く
う
え
で
、
ア

セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
は
生
徒
に
と
っ
て
も
指

導
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
充
実
し
た
学
習
活

動
を
提
供
す
る
と
と
も
に
実
践
の
手
応
え
を

評
価
で
き
る
有
効
な
も
の
で
す
。
活
用
や
検

査
そ
の
も
の
が
目
的
化
し
な
い
よ
う
に
、
広

角
的
・
重
層
的
・
継
続
的
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
己
理
解
を
深
め
、

自
立
心
や
自
己
肯
定
感
が
向
上
す
る
よ
う
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

職業志向性     

Ａ検査　興味 

Ｃ検査　自信 

H21.5     

11.44     

11.3     

自信尺度     

教育的進路課題     

職業的進路課題     

人生的進路課題     

H21.5     

9.1     

9.1     

9.9     

H21.7     

10.99     

10.36     

H21.7     

10.5     

10.4    

10.6    

H21.12     

11.56     

11.27     

H21.12     

11.1     

11.0     

10.9     

●VRTのA検査とC検査の各回の分化度の平均値 

●進路課題自信尺度の推移 

今
後
へ
向
け
て

3 ●
も
と
も
と
興
味
の
あ
っ
た
芸
術
分
野

に
つ
い
て
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
興
味
の
標
準
得

点
の
数
値
が
１
０
０
に
近
く
、
ま
す

ま
す
や
る
気
が
出
て
き
た
。
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
職
業
に
し
た
い
と
強

く
思
っ
た
。 

●
「
今
か
ら
あ
ま
り
限
定
し
な
い
で
」
と

説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
広
い
視
野
を

も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
職
業
に
目
を
向

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
良
さ
や
楽

し
さ
を
見
つ
け
て
い
け
た
ら
い
い
と

思
う
。 

＊進路課題自信尺度：中学生くらいの若者の進路選択に対する自信を「教育的」「職業的」「人生的」の3側面の各4項目で測定。1項目ごとに「自信がある：5点」～「自信がない：
1点」まで5段階で評価。数値が高いほど自信度が高くなる。
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６つの職業領域（現実的、研究的、芸術的、社会的、企業的、慣習
的）への興味・自信と３方向の日常行動特性（対情報、対人、対物）
から、職業興味、基礎的志向性と職務遂行に関する自信度の特徴を知
ることができる。
■適用対象：中学2年生以上の生徒・学生

職業レディネス・テスト

ＶＲＴ
Vocational Readiness Test

　

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス

ト
の「
レ
デ
ィ
ネ
ス
」
と
は
、

「
準
備
（
用
意
）
が
で
き
て
い
る

こ
と
」、
と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の
テ
ス
ト
が
主
に
対
象
と

す
る
中
学
生
、
高
校
生
の
職
業

的
発
達
に
お
け
る
準
備
の
程
度

を
示
す
概
念
で
あ
り
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
で
は
、「
職
業
に
対
す
る
興

味
の
傾
向
」「
職
業
に
対
す
る
自
信
の
傾
向
」「
日
常
生
活
に

対
す
る
興
味
の
傾
向
」
を
３
つ
の
検
査
か
ら
と
ら
え
ま
す
。

　

職
業
経
験
の
少
な
い
若
年
層
を
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
単
に
職
業
興
味
の
特
徴
だ
け
を
と
ら
え
て
職
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
業
興
味
の

発
達
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
た
、
興
味
と
自
信
と
の
関
係

な
ど
か
ら
総
合
的
に
個
人
の
特
徴
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る

意
図
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
を

測
る
た
め
の
検
査
」
と
も
言
え
ま
す
。

　

個
別
で
も
集
団
で
も
実
施
可
能
で
、
実
施
時
間
は
自
己

採
点
を
含
め
て
約
４０
分
程
度
、「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」

を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
が
約
４０
分
程
度
と
、
中
学
校
、
高
等

学
校
の
授
業
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
業
知
識
の
乏
し
い
中
学

生
で
も
イ
メ
ー
ジ
が
持
ち
や

す
い
よ
う
に
、
Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
よ

う
に
職
業
名
で
は
な
く
、「
仕

事
の
内
容
や
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
」
と
い
っ
た
設
問

（
５４
問
・
Ａ
、
Ｃ
検
査
）
と
、

「
日
常
生
活
の
行
動
特
徴
」
に
対
す
る
設
問
（
６４
問
・
Ｂ

検
査
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、身
近
な
内
容
で
職
業
に
つ
い
て
意
識
し
、

考
え
な
が
ら
、
興
味
や
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
前
提
に

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
結
果
の
解
釈
を
進
め
て
い
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
結
果
の
見
方
・
生
か
し
方
」

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
で
は
、
単

に
結
果
と
職
業
の
照
合
を
行

う
の
で
は
な
く
、
職
業
の
世
界

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
６

つ
の
職
業
領
域
（
ホ
ラ
ン
ド
の

６
類
型
）で
表
す
こ
と
に
よ
り
、

職
業
理
解
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
や
高
校
生
で
は
、
職
業
に
対
す
る
知
識
が
ま
だ

ま
だ
希
薄
で
あ
り
、
社
会
に
ど
ん
な
職
業
が
あ
る
の
か
を

知
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時

期
の
職
業
興
味
は
、
様
々
な
経
験
や
活
動
に
よ
っ
て
大
き

く
変
化
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
か
ら
、
結
果

を
固
定
的
に
解
釈
せ
ず
、
将
来
を
見
据
え
た
と
き
に
ど
の

よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
と
い
う
視
点
を
重
視
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
進
路
選
択
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
た
め

の
啓
発
的
活
用
例
と
し
て
は
、「
仕
事
と
職
業
の
六
角
形
」

か
ら
類
似
す
る
職
業
を
具
体
的
に
調
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、

職
業
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
職
業
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
（
Ｏ
Ｈ
Ｂ
Ｙ
）
や
キ
ャ
リ
ア
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

な
ど
の
情
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
仕
事
調
べ
を
す
る
こ
と
で
、

興
味
・
関
心
の
あ
る
職
業
が
絞
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
興
味
・
関
心
の
方

向
が
わ
か
ら
ず
に
進
路
に
迷
っ
て
い
る
若
年
者
に
対
し
て
も

十
分
活
用
可
能
で
す
か
ら
、
就
職
へ
の
動
機
付
け
や
実
際
の

求
職
活
動
の
個
別
支
援
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

　

こ
の
検
査
の
特
色
を
要
約

す
る
と
、

①　

生
徒
が
職
業
に
関
す
る

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
チ
ェ

ッ
ク
し
た
り
、
進
路
選
択

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

②　

Ａ
検
査
で
は
、職
業
興
味
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

具
体
的
な
職
業
場
面
に
お
け
る
自
己
の
興
味
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

③　

Ｂ
検
査
で
は
、
職
業
興
味
を
明
白
に
表
明
で
き
な
い

生
徒
に
対
し
て
も
、
日
常
の
生
活
行
動
・
意
識
に
つ
い

て
の
質
問
を
通
し
て
、
興
味
の
方
向
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

④　

Ｃ
検
査
で
は
、
職
業
・
仕
事
に
対
す
る
自
信
の
程
度

を
測
定
し
、
職
務
遂
行
の
自
信
度
と
い
う
観
点
か
ら
自

己
の
職
業
観
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
頁
の
社
会
人
の
方
に
よ
る
検
査
事
例
で
は
、「
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の

で
、
前
向
き
に
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
感
想
が
、
興
味
の
強
い
職
業
領
域
と
自
信
が
あ

る
職
業
領
域
が
一
致
し
て
い
る
結
果
に
よ
く
表
れ
て
い
ま

す
。

ＶＲＴ
の

特　徴

ＶＲＴ
で

できること

ワークシート
の
活用法

発達段階
に応じた
活用法

●ＶＲＴの構成 
 
Ａ検査 
Ｃ検査 
Ｂ検査 

職業興味（６領域についての興味）  
職務遂行の自信度（６領域についての自信）  
基礎的志向性（日常生活における志向性：対情報、対人、対物） 

●６つの職業領域（Ｊ．Ｌ．ホランドの６類型） 
 
Ｒ：現実的職業領域 

 

Ｉ：研究的職業領域 

 

Ａ：芸術的職業領域 

 

Ｓ：社会的職業領域 

 

Ｅ：企業的職業領域 

 

Ｃ：慣習的職業領域 

機械や物体を対象とする具体的で実際的な仕事や活
動の領域 

研究や調査のような研究的、探索的な仕事や活動の
領域 

音楽、美術、文学等を対象とするような仕事や活動
の領域 

人と接したり、人に奉仕したりするような仕事や活
動の領域 

企画・立案したり、組織の運営や経営等の仕事や活
動の領域 

定まった方式や規則、習慣を重視したり、それに従
って行うような仕事や活動の領域 

職業志向性 ｝ 



（株）サンビプロダクトセンター
クロスメディア部 担当リーダー

山口雅広さん（29歳)

大学で電気電子工学を専攻。卒業後、
（株）サンビプロダクトセンターに入
社、印刷物のＤＴＰによる電子組版や情
報処理等のプログラム、システム開発
に携わる。現在７年目。

システムエンジニア ●社会人にV
職業レディネス・テスト

RTを受けていただきました
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VRT

　

も
と
も
と
数
学
や
理
科
な
ど
の
科
目

が
好
き
だ
っ
た
山
口
さ
ん
は
、
大
学
も

理
系
に
進
学
。
卒
業
時
は
就
職
氷
河
期

だ
っ
た
が
、
幅
広
く
就
活
を
行
い
、
比

較
的
早
期
に
内
定
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
自
分
の
好
き
な
種
類
の
仕
事
が
で
き

そ
う
な
会
社
を
い
ろ
い
ろ
と
受
け
ま
し

た
が
、
こ
の
会
社
は
情
報
処
理
だ
け
で

な
く
美
的
要
素
も
関
係
す
る
と
い
う
点

で
、
私
の
や
り
た
い
分
野
に
合
っ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
」

　

山
口
さ
ん
は
小
学
校
時
代
、
担
任

教
師
か
ら
「
き
み
は
パ
ソ
コ
ン
で
絵
を

描
く
よ
う
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
で

は
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

ま
だ
パ
ソ
コ
ン
が
そ
れ
ほ
ど
一
般
に
広

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
だ
が
、
パ
ソ

コ
ン
（
＝
情
報
処
理
）
＋
絵
画
（
＝
美

的
セ
ン
ス
）
と
い
う
の
は
、
今
考
え
る

と
自
分
の
好
き
な
分
野
を
端
的
に
表
し

て
い
た
と
感
じ
る
と
い
う
。
会
社
選
択

に
あ
た
っ
て
山
口
さ
ん
の
方
向
性
を
決

め
た
の
は
、
情
報
処
理
と
書
物
や
ア
ー

ト
な
ど
へ
の
興
味
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
結
果

を
見
て
も
そ
れ
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

山
口
さ
ん
の
興
味
が
強
い
職
業
領
域
と

し
て
、
研
究
的
領
域
（
Ｉ
）
と
芸
術
的

領
域
（
Ａ
）
の
得
点
が
特
に
高
い
。
Ｉ

領
域
に
近
い
Ａ
領
域
の
職
業
と
し
て
は

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
Ａ
領
域
に
近
い
Ｉ
領
域
の

職
業
と
し
て
は
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
山
口
さ
ん
の
感

想
は
「
自
分
の
思
っ
て
い
た
と
お
り
の

結
果
で
し
た
」。

　

現
在
の
仕
事
は
、
自
動
組
版
シ
ス
テ

ム
構
築
や
デ
ー
タ
処
理
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
。
顧
客
か
ら
の
様
々

な
要
求
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

常
に
失
敗
へ
の
不
安
も
つ
き
ま
と
い
、

ス
ト
レ
ス
は
か
な
り
あ
る
と
い
う
。

　
「
で
も
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
、

前
向
き
に
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
」

　

今
後
は
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
使
っ

た
効
率
的
で
魅
力
的
な
情
報
の
発
信
に

寄
与
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
語
る
。

　

氷
河
期
の
再
来
と
も
言
わ
れ
る
昨
今

の
厳
し
い
状
況
の
中
で
就
職
活
動
を
す

る
人
た
ち
に
、
山
口
さ
ん
は
「
後
悔
し

な
い
た
め
に
、
ま
ず
行
動
す
る
こ
と
で

す
ね
。
職
業
選
択
・
企
業
選
択
に
は
人

そ
れ
ぞ
れ
基
準
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
や
り
た

い
仕
事
か
ど
う
か
を
基
準
に
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
。

山口さんの
職業レディネス

判定

●興味が強い職業領域

１位：Ｉ 研究的職業領域　
２位：Ａ 芸術的職業領域　
３位：Ｅ 企業的職業領域

●自信がある職業領域

１位：Ｉ 研究的職業領域　
２位：Ｃ 慣習的職業領域　
３位：Ｒ 現実的職業領域

興味が強いのは、研究や調査などのような活動
をするＩの研究的職業領域（例：研究者、学者）
と音楽、美術、文芸など芸術的な活動をするＡ
の芸術的職業領域（例：ミュージシャン、デザイ
ナー）。
自信の傾向は全体として高いが、組織を動かすよ
うな活動である企業的職業領域が若干低く出てい
る。基礎的志向性はＤ（対情報志向）、Ｐ（対人志
向）、Ｔ（対物志向）ともすべて強い。
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学
生
職
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

V
P
I
職
業
興
味
検
査
の
活
用

学
生
職
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

統
括
職
業
指
導
官　

田
口
房
代

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
新
卒
者
の
氷
河
期
と
言

わ
れ
て
い
た
平
成
１１
年
１２
月
に
、
大
学
院
、

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校
等
の
学
生

と
こ
れ
ら
の
学
校
を
卒
業
し
た
２０
歳
代
の
方

に
対
す
る
就
職
支
援
を
行
う
公
的
機
関
と
し

て
開
設
し
ま
し
た
。
各
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
て
い
る
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
・
学
生
等
職

業
相
談
窓
口
の
中
核
と
し
て
、
新
卒
者
等
若

年
者
の
特
性
に
応
じ
た
就
職
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

（１）　

就
職
関
連
情
報
の
提
供

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
Ｐ
Ｃ
が
２４
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、
当
セ

ン
タ
ー
は
も
と
よ
り
全
国
の
学
生
職
業
セ
ン

タ
ー
・
学
生
等
職
業
相
談
窓
口
で
受
理
し
た

学
卒
求
人
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
ク
ラ
ブ
会
員
登
録
」
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
同
じ
よ

う
に
求
人
情
報
を
閲
覧
し
た
り
、
面
接
会
や

セ
ミ
ナ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
収
集
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（２）　

職
業
相
談
・
職
業
紹
介

　

セ
ン
タ
ー
に
は
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
予
約
相
談
を
中
心
に
、

適
職
相
談
、
業
界
相
談
や
、
学
卒
求
人
及
び

大
都
市
圏
の
中
途
採
用
求
人
の
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
年
者
の
人
材
確
保
に

悩
む
企
業
を
中
心
に
訪
問
開
拓
を
行
う
人
材

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
が

連
携
し
、
企
業
訪
問
時
に
把
握
し
た
情
報
を

基
に
個
別
の
求
人
紹
介
を
行
う
な
ど
、
き
め

細
か
な
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（３）　

就
職
面
接
会
の
開
催

　

求
人
申
込
み
企
業
と
就
職
希
望
者
と
の
出

会
い
の
場
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と

し
た
面
接
会
や
、
外
部
施
設
を
利
用
し
た
合

同
面
接
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２１
年
度
の

VPI 職業興味検査

合
同
就
職
面
接
会
で
は
、
昨
今
の
厳
し
い
雇

用
情
勢
を
受
け
、
第
１
回
、
第
２
回
と
も
約

２
５
０
０
人
も
の
学
生
が
参
加
し
面
接
に
臨

み
ま
し
た
。
２２
年
度
に
つ
い
て
も
同
様
の
面

接
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（４）　

職
業
意
識
啓
発
事
業

　

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
、
職
業
適
性
検
査
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
や
、

大
学
３
年
生
等
を
対
象
と
し
た
就
職
活
動
準

備
セ
ミ
ナ
ー
等
、
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（５）　

採
用
内
定
取
消
し
へ
の
対
応

　

学
生
等
に
対
し
、
当
面
必
要
と
な
る
対
応

等
を
説
明
す
る
等
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
採

用
内
定
取
消
し
と
認
め
ら
れ
る
事
案
に
つ
い

て
は
、
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
通
報
し

適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
就
活
の
初
期
段
階
に
お
い
て

自
己
分
析
を
行
い
、
自
己
理
解
を
深
め
た
上

で
就
活
を
行
っ
て
い
く
や
り
方
が
、
そ
の
後

の
就
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学

生
等
の
中
に
は
、
自
己
理
解
が
不
十
分
な
ま

ま
就
活
を
始
め
て
い
る
方
が
多
数
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
自
己
理
解
が
不
十
分
な
ま

ま
就
活
を
行
っ
た
結
果
、
自
分
の
適
性
や
能

力
に
合
わ
な
い
企
業
に
応
募
し
続
け
、
不
採

用
が
続
き
自
信
を
無
く
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
情
報
が
氾
濫
す
る
中
で

情
報
過
多
の
状
況
に
陥
り
、
自
分
が
本
当
に

何
を
や
り
た
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
、
様
々
な
理
由
か
ら
就
活
を
ま
っ

た
く
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
概
要

1

セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容

2

　

そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方

を
主
な
対
象
と
し
て
、
Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検

査
を
「
（４）　　

職
業
意
識
啓
発
事
業
」
の
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
方
法
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ

フ
で
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
週
１
〜
２

回
、
実
施
時
間
は
９０
分
間
、
定
員
１０
名
で
集

団
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

典
型
的
な
実
施
結
果
事
例
と
し
て
は
、
以

下
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①　

ど
の
よ
う
な
職
種
に
進
め
ば
よ
い
か
方

向
性
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
方
が
、

実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
進
む
べ

き
方
向
が
見
え
て
き
た
。

②　

自
分
の
思
っ
て
い
た
方
向
性
と
検
査
の

結
果
が
一
致
し
て
い
た
た
め
、
自
分
自
身

の
中
で
進
む
方
向
性
の
再
確
認
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
大
学
３
年
生
が
、

自
己
理
解
の
一
つ
と
し
て
「
何
か
テ
ス
ト
を

受
け
た
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
検
査
を
受
け

て
い
く
ケ
ー
ス
も
か
な
り
見

ら
れ
ま
す
。

　

検
査
は
、
集
団
的
に
行
い

ま
す
が
、
検
査
結
果
の
見
方

に
つ
い
て
は
そ
の
場
で
個
別

に
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
場
で
終
わ
り
と

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後

の
個
別
相
談
の
入
り
口
と
し

て
位
置
づ
け
、
窓
口
相
談
時

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
そ
の
結

果
を
見
な
が
ら
、
今
後
の
就

活
の
対
策
を
立
て
、
求
人
状

況
の
説
明
や
企
業
情
報
の
収

集
方
法
な
ど
職
業
相
談
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

3
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21年度 20年度 

回　　数 参加人数 回　　数 参加人数 

●VPI実施状況 

アセスメント・ツールによる自己理解特 集
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VPI

160の具体的な職業に対する興味・関心の有無を回答することによ
り、６つの興味領域（現実的、研究的、芸術的、社会的、企業的、慣
習的）尺度と５つの傾向（自己統制、地位志向など）尺度から、職業
興味や職業認知における心理的特徴をとらえることができる。 
■適用対象：大学生・短大生を中心とする若年者

VPI 職業興味検査

Vocational Preference Inventory

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
特
徴
は
実
施
し

や
す
く
、
短
時
間
で
結
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
Ｖ
Ｐ
Ｉ

は
１
６
０
の
刺
激
語
と
し
て

用
意
さ
れ
た
職
業
名
に
対
し

て
、
興
味
や
関
心
の
有
無
を

回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
、
６

つ
の
職
業
興
味
領
域
に
対
す
る
興
味
、
関
心
の
強
さ
を
み

て
い
ま
す
。
結
果
は
ホ
ラ
ン
ド
理
論
に
基
づ
く
６
類
型（
Ｒ
・

Ｉ
・
Ａ
・
Ｓ
・
Ｅ
・
Ｃ
）
で
表
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
興
味
の
ほ
か
に
、
心
理
的
傾
向
を
測
る
５
領
域

の
傾
向
尺
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
な
り
の
考

え
方
や
選
択
の
傾
向
の
こ
と
で
、職
業
の
見
方（
職
業
認
知
）

に
お
け
る
特
徴
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

適
用
範
囲
は
、
専
門
学
校
生
、
短
大
生
、
大
学
生
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
実
施
か
ら
結
果
の
解
釈
ま
で
約
９０
分
と
、

大
学
な
ど
の
１
時
限
の
中
で
実
施
で
き
る
こ
と
が
Ｖ
Ｐ
Ｉ
の

大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
現
場
で

多
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２０
〜
３０
代
の
若
者
を
対
象
と
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
職
業
相
談
機
関
で
の
就
職
支
援
の
場
面
で
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

心
理
学
者
Ｊ
・
Ｌ
・
ホ
ラ
ン

ド
の
職
業
選
択
理
論
に
基
づ

い
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ

ラ
ン
ド
理
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
１
つ
は
「
同
じ
職
業
に

就
い
て
い
る
人
々
は
、
類
似

し
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
形
成
史

を
示
す
者
が
多
い
」
と
い
う
も
の
で
、
わ
か
り
や
す
く
言

う
と
、
教
師
に
は
教
師
ら
し
い
共
通
し
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
特
性
が
あ
り
、
似
た
よ
う
な
人
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

次
に
「
人
間
の
行
動
は
、個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
、

そ
の
人
の
住
ん
で
い
る
環
境
と
の
交
互
作
用
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
、
同
一
職
業
の
従
事
者
の
生

活
歴
に
は
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
師
は
ま

す
ま
す
教
師
ら
し
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
の
２
つ
の
仮
説
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
４
つ
の
結
論
が

あ
り
ま
す
。

①　

我
々
の
文
化
圏
に
お
い
て
、
大
多
数
の
人
は
、
現
実

的
、
研
究
的
、
芸
術
的
、
社
会
的
、
企
業
的
、
慣
習
的

の
６
つ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
の
う
ち
の
１
つ

に
分
類
さ
れ
る

②　

我
々
の
生
活
す
る
環
境
に
は
、
現
実
的
、
研
究
的
、

芸
術
的
、
社
会
的
、
企
業
的
、
慣
習
的
の
６
つ
の
種
類

が
あ
る

③　

人
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
能
や
能
力
が
生
か
さ

れ
、ま
た
自
分
の
価
値
観
や
態
度
を
表
現
で
き
、か
つ
、

自
分
の
納
得
で
き
る
役
割
や
課
題
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
よ
う
な
環
境
を
捜
し
求
め
て
い
る

④　

個
人
の
行
動
は
、
そ
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
そ

の
人
を
と
り
ま
く
環
境
と
の
交
互
作
用
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
は
、関
心
の
あ
る
職
業
名
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
タ
イ
プ
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
そ
の
タ
イ
プ
の

職
業
環
境
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
進

ん
で
い
く
べ
き
環
境
の
予
測
が
で
き
ま
す
。
進
む
べ
き
方

向
が
わ
か
れ
ば
支
援
し
や
す
く
、
職
業
選
択
も
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
結
果
を
見
る
時
に

重
要
な
視
点
は
、
分
化
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
好
き
嫌
い
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

で
す
。「
分
化
し
た
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
」
と
は
領
域
に
よ
っ
て
山

と
谷
が
生
じ
て
い
る
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
の
こ
と
で
、「
分
化
し
て
い
な
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」と
は
、

平
坦
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

「
理
解
す
る
（
分
か
る
）」
と
い
う
こ
と
は
「
分
け
る
・
分

類
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
己
理
解
、
職
業
理
解

が
進
ん
で
い
け
ば
、
好
き
嫌
い
が
明
確
化
さ
れ
、
職
業
選

択
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
般
的
に
職
業
的

な
成
熟
は
、
分
化
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
て
表
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
特
徴
か
ら
、
職
業
に
対
す

る
理
解
度
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
理
解
不
足
が
考
え

ら
れ
る
よ
う
な
事
例
（
例
え
ば
、
全
体
的
に
高
く
て
分
化

し
て
い
な
い
場
合
や
、
全
体
的
に
低
く
て
分
化
し
て
い
な

い
場
合
な
ど
）
で
は
、
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刺
激
的
効

果
や
気
づ
き
が
生
じ
、
職
業
選
択
へ
の
動
機
づ
け
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
職
業
の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

興
味
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
特
長
を
生
か

せ
そ
う
な
職
業
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ＶＰＩ
の
特　徴

結　果
の
解　釈

ホランド
の

職業選択理論

●興味の六角形 
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高
校
時
代
、
環
境
分
野
や
理
科
系

の
ほ
う
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
奥
岡

さ
ん
は
、
当
時
ま
だ
新
し
か
っ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
に
惹
か
れ
る
。
情
報

処
理
工
学
を
学
ん
だ
後
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
会
社
に
就
職
し
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｅ
）、
シ
ス

テ
ム
構
築
な
ど
を
経
験
す
る
。
し
か
し
、

「
や
っ
て
み
た
か
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
ど
う
も
自
分
は
向
い
て

い
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
」

　

そ
し
て
数
年
後
、
営
業
、
開
発
、
先

方
の
現
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
を
調
整
し

な
が
ら
自
分
の
考
え
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
提
案
し
て
い
く
と
い
う
仕
事
を
し
た

２８
歳
の
時
に
、
や
っ
と
自
分
な
り
の
確

か
な
自
信
を
持
て
た
と
い
う
。
そ
れ
は

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
現
場
常
駐
の
Ｓ
Ｅ
で

あ
っ
た
が
、
単
に
Ｓ
Ｅ
の
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
要
素
が
関
係
す
る
中

で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
企
画
力
が
求

め
ら
れ
る
面
が
あ
っ
た
。

　

フ
リ
ー
の
Ｓ
Ｅ
の
期
間
を
経
て
、
㈱

テ
ク
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
に
入
社
。
Ｓ
Ｅ
だ
け
や
る
の
は

あ
ま
り
向
い
て
い
な
い
と
感
じ
る
一
方

で
、
経
験
を
積
ん
だ
奥
岡
さ
ん
は
や
が

て
管
理
職
と
し
て
マ
ル
チ
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
社
員
４０
数

名
の
規
模
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
様
々

な
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
も
の

を
提
案
す
る
企
画
的
仕
事
や
、
わ
か
り

や
す
く
相
手
に
説
明
し
て
納
得
し
て
も

ら
い
次
の
依
頼
に
つ
な
げ
て
い
く
営
業
、

組
織
を
内
部
か
ら
支
え
る
総
務
、
人
事

な
ど｜

｜

。

　

現
在
は
、
経
営
の
一
翼
を
担
い
な
が

ら
営
業
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
様
々
な
要
求
に
的

確
に
応
え
る「
技
術
の
提
供
」を
目
指
す
。

Ｖ
Ｐ
Ｉ
を
受
け
て
み
て
の
感
想
は
、「
こ

の
職
業
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か
、

職
業
名
だ
け
で
は
す
ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
ず
に
、
ち
ょ
っ
と
迷
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
ね
。
ま
た
、
表
面
的
な
イ
メ
ー

ジ
だ
け
で
は
な
い
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う

と
い
う
想
像
も
働
き
ま
し
た
」。

　

結
果
は
、
Ｉ
研
究
的
、
Ｅ
企
業
的
、

Ｓ
社
会
的
の
興
味
領
域
尺
度
が
高
か
っ

た
。
３
つ
と
も
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
順
位

が
８５
以
上
を
示
し
、「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

開
発
す
る
会
社
の
役
員
・
営
業
職
」
と

い
う
立
場
に
そ
れ
ぞ
れ
ち
ょ
う
ど
当
て

は
ま
る
興
味
領
域
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
若
い
頃
に
受
け
た
ら
も
う
少
し
違
っ
た

結
果
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

現
在
の
奥
岡
さ
ん
が
役
員
と
し
て
経

営
者
的
な
視
点
も
備
え
る
こ
と
と
企
業

的
興
味
領
域
が
強
い
こ
と
は
一
致
し
て

い
る
し
、
社
会
的
領
域
へ
の
興
味
の
強

さ
は
、
営
業
職
に
生
か
せ
る
要
素
で
あ

る
と
言
え
る
。

VPI アセスメント・ツールによる自己理解特 集

（株）テクニカルエンジニアリングサポート
取締役　管理本部　本部長

奥岡　彰さん（46歳)

短大で情報処理工学を学び、卒業後、ソ
フトウェア会社でプログラマー、SE等
として勤務の後、32歳で現在の会社に入
社。SEの仕事をした後、数年にわたり企
画、営業、総務、人事等の職務を兼務し
てきたが、管理本部長である今は、営業
部門の統括的役割を担う。

奥岡さんの
職業興味
判定

●興味が強い職業領域

１位：Ｉ 研究的職業領域　
２位：Ｅ 企業的職業領域　
３位：Ｓ 社会的職業領域

●興味が強い３領域の職業例

ＩＥＳ
ＥＩＳ

ＥＳＩ

営業職・役員 ●社会人にV
VPI職業興味検査

PIを受けていただきました

システムエンジニア（IEC）という職業から次第に興
味の高いE（企業的職業領域）やS（社会的職業領域）
領域の職業で活躍されるようになった経緯がうか
がえる。

：生理学研究者、薬剤師、大学学長
：精密機械セールス員、セールス・　　　
　エンジニア
：システム・アナリスト、人事課長、　　
　セールス・マネージャー
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宇
野
澤
組
鐵
工
所
の
創
業
は
明
治
３２
年
と

古
く
、
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ポ
ン
プ

と
ブ
ロ
ワ
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
務
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
社
は
毎
年
、
数
名
の
理
系
学
部
の
大
学

新
卒
者
を
採
用
し
、
生
産
・
技
術
部
門
に
配

置
し
て
い
ま
す
。
採
用
活
動
で
は
新
卒
者
を

対
象
と
し
た
人
材
紹
介
サ
ー
ビ
ス
や
合
同
面

接
会
を
利
用
し
、
少
な
い
コ
ス
ト
で
効
果
的

な
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入
社
希
望

者
に
は
ま
ず
会
社
・
工
場
を
見
学
し
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
上
で
入
社
の
意
志
が
確
認

で
き
れ
ば
、
一
般
常
識
試
験
、
一
次
面
接

（
主
と
し
て
総
務
部
長
が
担
当
）、
二
次
面

接
（
総
務
部
長
を
含
む
各
部
門
の
部
長
が
担

当
）
を
経
て
、
社
長
に
内
定
を
推
薦
す
る
と

い
う
段
取
り
で
、
採
用
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
工
場
の
現
場
に
配
置
す
る
高
校
新
卒
者

は
、
近
隣
の
工
業
高
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
芳
取
締
役
総
務
部
長
は
採
用
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
「
成
績
ば
か
り
で
は
な
く
、

明
る
く
元
気
で
、
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
」
と
語

り
ま
す
。

　　

宇
野
澤
組
鐵
工
所
で
は
、
全
製
品
が
受
注

生
産
に
よ
る
も
の
で
す
。
多
品
種
・
少
量
の

「
も
の
づ
く
り
」
だ
け
に
技
術
者
・
現
場
担
当

者
に
は
高
度
な
技
術
と
技
能
が
求
め
ら
れ
、

会
社
と
し
て
人
材
の
育
成
・
開
発
に
大
き
な

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
同
社
の
人
材
開
発
・

育
成
制
度
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
年
退
職
者
に
よ
る
若
手
従
業
員
の
指

導

：

定
年
（
６０
歳
）
退
職
者
を
継
続
雇
用

し
、
彼
ら
を
指
導
者
と
し
て
そ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
・
技
能
を
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
っ

て
若
手
に
継
承
し
て
い
ま
す
。

●
資
格
取
得
の
奨
励

：

新
入
社
員
は
入
社
半

年
を
目
途
に
５
ト
ン
未
満
の
ク
レ
ー
ン
運
転

資
格
と
玉
掛
け
作
業
の
資
格
取
得
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
各
種
技
能

検
定
の
受
検
を
奨
励
し
、
合
格
者
に
は
奨
励

金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
費
用
は
会

社
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

●
職
能
資
格
制
度
の
設
置

：

技
能
の
向
上

を
図
る
た
め
、
Ｊ（
ジ
ュ
ニ
ア
）
１
〜
３
、

Ｓ（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
１
〜
４
ま
で
の
職

位
を
設
け
て
い
ま
す
。
各
職
位
に
は
滞
留
年

数
が
あ
り
、
Ｊ
３
か
ら
順
次
高
い
職
位
に
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。
高
い
職
位
に
上
が
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
現
場
か
ら
の
推
薦

に
基
づ
き
、
各
部
門
長
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

査
定
調
整
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
位
は
給
与
と
連
動
し
て
い
て
、
技
能

向
上
の
意
識
づ
け
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
毎
年

総
務
部
門
と
技
術
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
大
学
生

１
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
総
務
部
門
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
担
当
し
、
学
生
を
指

導
す
る
総
務
課
係
長
の
瀧
澤
和
美
さ
ん
は
、

「
学
生
さ
ん
の
職
業
意
識
は
様
々
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
に
見
合
っ
た
指
導
を
心
が
け
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
伊
藤
取
締
役
総

務
部
長
は
、「
特
に
総
務
部
門
の
日
常
業
務
は

ど
う
し
て
も
単
調
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
『
刺
激
』
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
、
職
場
が
活
性
化
し
ま
す
」

と
会
社
に
と
っ
て
の
効
用
を
指
摘
し
ま
す
。

　

同
社
は
こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
平
成
１７
年
度
の
「
東
京
都

中
小
企
業
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
知
事
大
賞

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

宇
野
澤
組
鐵
工
所
の
人
材
の
育
成･

開
発

に
お
い
て
、
根
幹
に
あ
る
の
は
「
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
『
わ
か
ら
な
い
』
と
言
え
る
土
壌

が
大
切
」
と
い
う
考
え
で
す
。

　
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に

し
て
お
い
て
は
、
企
業
と
し
て
大
き
な
損
失

で
す
。
若
手
が
気
兼
ね
せ
ず
『
わ
か
ら
な
い

か
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
』
と
言
え
る
土
壌
が

あ
っ
て
こ
そ
、
人
は
成
長
し
、
企
業
も
発
展

す
る
の
で
す
」（
伊
藤
取
締
役
総
務
部
長
）。

　

同
社
で
一
人
前
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
は
、

お
よ
そ
１０
年
か
か
る
と
言
い
ま
す
。
長
い
眼

で
人
を
育
て
る
と
い
う
方
針
の
下
で
定
着
率

は
と
て
も
高
く
、
近
年
は
よ
ほ
ど
の
事
情
が

な
い
限
り
退
職
者
は
い
ま
せ
ん
。

　昔から「企業は人なり」と言われ、それは企業間競争の激化、産業構造の変化等、社会の激しい変化の中でますます切実なテーマとなって　昔から「企業は人なり」と言われ、それは企業間競争の激化、産業構造の変化等、社会の激しい変化の中でますます切実なテーマとなって
います。昨今の厳しい経済状況において、企業はいま、人材をいかに獲得し、いかに育成して企業の活性化、業績向上に結びつけているのか。います。昨今の厳しい経済状況において、企業はいま、人材をいかに獲得し、いかに育成して企業の活性化、業績向上に結びつけているのか。
日々人材開発に取り組まれている担当者の方にお話を聞きます。日々人材開発に取り組まれている担当者の方にお話を聞きます。

長い目で人を育てるという方針の下、長い目で人を育てるという方針の下、
きめ細かな人材育成制度を設置きめ細かな人材育成制度を設置

低
コ
ス
ト
で

効
果
的
な
採
用
活
動

わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発

株式会社 宇野澤組鐵工所

本社所在地：東京都大田区
事業内容：真空ポンプ、ロータリ・ブロワ、
　　　　　気力輸送装置、脱気装置の製造・販売
従業員数：約200名

職
能
向
上
の
た
め
の

様
々
な
制
度
を
用
意

わ
か
ら
な
い
こ
と
を

「
わ
か
ら
な
い
」
と
言
え
る
土
壌
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う
か
！
」
と
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

間
接
的
に
、
客
観
的
に
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
生
き
様
に
自
分
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
。
そ
の
役
が
生
き
て
い
て
、
う
そ
の

な
い
「
感
情
」
が
湧
き
あ
が
っ
て
溢
れ
出
た

も
の
だ
か
ら
、
聞
い
た
人
の
心
に
す
っ
と
入

っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
「
演

じ
る
」
と
い
う
疑
似
体
験
で
も
、「
感
情
」
に

は
う
そ
は
な
い
。
声
に
は
、
言
葉
に
で
き
な

い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
る
力
が
あ
る
。
そ
れ

は
言
葉
だ
け
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
私
は
そ
う
し
た
声
の
持
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、
突
き
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

│
│
声
優
に
な
ろ
う
と
上
京
し
、
養
成
所
に

入
ら
れ
ま
す
ね
。
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ば
れ
た
の
で
す
か
。

大
本　

１
年
間
、
発
声
の
練
習
や
ア
テ
レ

コ
の
実
習
の
ほ
か
、
日
舞
や
洋
舞
、
舞
台

稽
古
な
ど
様
々
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
日

舞
や
洋
舞
な
ど
は
、
あ
ま
り
声
優
と
は
関
係

が
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
い
い
俳
優
、
役
者
で
あ
る
こ
と

が
前
提
で
す
。
全
身
で
「
表
現
す
る
」
こ
と

が
、
声
の
芝
居
に
も
深
み
を
与
え
ま
す
。

│
│
お
仕
事
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
留
意
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

大
本　

声
優
と
い
う
仕
事
は
、
一
人
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

場
合
、
原
作
者
や
監
督
、
脚
本
家
、
作
画
監

督
、
音
響
監
督
、
作
曲
家
、
そ
し
て
声
を
担

当
す
る
役
者
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
関
わ
っ

て
「
一
つ
の
作
品
」
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
現
場
の
人
間
関
係
が
と
て

も
大
切
で
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

役
者
が
台
本
を
読
み
こ
ん
で
役
づ
く
り
を

し
て
も
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
現
場
で

変
わ
り
ま
す
。
監
督
の
意
図
や
演
出
の
方
向

性
、
そ
し
て
絵
の
表
情
や
、
セ
リ
フ
の
口
パ

ク
の
テ
ン
ポ
な
ど
で
、
想
像
も
し
て
い
な
か

っ
た
方
向
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
登
場
人
物
同
士
の
掛
け
合
い
の
中
で
、

セ
リ
フ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
る
こ
と
も

度
々
で
す
。
最
終
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
像

は
、
自
分
の
「
解
釈
」
が
現
場
の
様
々
な

「
意
図
」
と
出
会
い
、
精
神
的
な
化
学
反
応

を
起
こ
し
て
生
ま
れ
て
く
る
、
ス
タ
ッ
フ
全

員
の
「
子
ど
も
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

役
者
が
ど
ん
な
役
を
担
当
す
る
か
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
決
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
選
ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
、

半
年
な
り
１
年
な
り
の
間
、
ス
タ
ジ
オ
の
中

で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
良
い
現
場
」
と
は
、
自
分
の
役
割
を
認
識

し
、
生
か
し
つ
つ
周
囲
の
人
た
ち
も
生
き
る

よ
う
な
、
自
由
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
交
換
し
合

え
る
所
だ
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
雰
囲
気

は
、
そ
の
ま
ま
作
品
の
楽
し
さ
に
な
っ
て
表

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
生
き
生
き
の
び
の

び
と
し
て
支
え
あ
う
、
そ
ん
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
つ
く
れ
た
ら
最
高
で
す
ね
。

│
│
ど
ん
な
思
い
か
ら
声
優
を
志
そ
う
と
さ

れ
た
の
で
す
か
。

大
本　

私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
暇
さ
え
あ

れ
ば
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
言
葉
で
表
せ

な
い
も
の
を
表
現
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
。『
声
優
』
と
い
う
職
業
を
知
っ
た
の
は

中
学
２
年
生
の
と
き
。「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い

ま
し
た
。
声
の
お
仕
事
は
、
年
齢
や
性
別
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
幅
広
い
表
現
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
そ
れ
が
宇
宙
人
で
あ
ろ
う
と
、

小
さ
な
子
ど
も
で
あ
ろ
う
と
、
実
際
に
こ
の

世
に
存
在
し
な
い
よ
う
な
カ
ー
ビ
ィ
み
た
い

な
丸
い
キ
ャ
ラ
だ
っ
て
演
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
声
の
表
現
は
、
あ
る
と

き
は
「
顔
出
し
の
演
技
」
以
上
に
、
い
ろ
い

ろ
な
疑
似
体
験
が
で
き
る
し
、
テ
ン
シ
ョ
ン

の
振
り
幅
が
も
の
す
ご
く
大
き
い
。
精
神
的

な
表
現
の
限
界
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
「
媒
体
」
と
し
て
「
声
」
の
持

つ
力
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
思
い
を
凝
縮

し
た
「
声
」
に
は
、
真
実
を
伝
え
る
力
が
あ

る
。
例
え
ば
自
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
、

「
元
気
出
し
な
よ
。
大
丈
夫
だ
よ
」
と
人
に
言

わ
れ
て
も
響
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
物
語
の

中
の
登
場
人
物
の
「
感
情
」
を
通
す
と
、「
そ

精
神
的
な
表
現
の
限
界
に

挑
戦
で
き
る
こ
と
に
可
能
性
を

感
じ
て

●「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html

おおもと・まきこ●岡山県倉敷市生まれ。京都の美術系短期大学を卒業後、声優を目指し
て上京し、大手声優プロダクションが主宰する養成所に入る。その後、同じプロダクショ
ンに15年間あまり在籍。「星のカービィ」シリーズのカービィ役、「コレクター・ユイ」
の春日結役ほか、多くのアニメ作品で声優を務める。 一昨年からフリーとなり声優のほ
か、声を軸とした様々な方面で活躍。聞く者に安らぎを与えるという「1/fゆらぎ」の声を
持つ。ブログ（http://tinowa.cocolog-nifty.com/mugendai/）で日々の活動を綴っている。

● 声優・ナレーター 大本眞基子さん

　大本さんは、声で表現するという仕事に大きな魅力を感じ、声優の
道へ進みました。現在は声優としてだけでなく、声の持つ可能性を大
きく広げようと様々な方面で活動しています。

声の持つエネルギーを
突き詰めたい
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い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
感
動
で
き
る
感
性
を
磨

い
て
、
い
つ
も
心
が
震
え
て
い
る
状
態
に
自

分
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
、
役
者
に
と
っ
て

は
大
切
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

│
│
自
分
が
ど
ん
な
職
業
に
向
い
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
若
者
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
ど
ん
な
ふ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

大
本　
「
失
敗
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
思

う
と
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。
「
や
り
た
い
こ
と
」
と
い

う
の
は
き
っ
と
世
界
に
無
数
に
あ
っ
て
、
ま

だ
知
ら
な
い
だ
け
だ
と
思
う
。
失
敗
も
成
功

も
「
新
し
い
こ
と
を
実
験
し
た
」
と
い
う
点

で
「
大
成
功
」
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が

こ
こ
に
生
ま
れ
て
き
た
意
味
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
「
考
え
」
、
「
試
す
」
た
め
だ

と
思
い
ま
す
。
世
界
を
巨
大
な
お
も
ち
ゃ
箱

だ
と
考
え
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
方
向
へ
進
ん
で

い
け
ば
き
っ
と
宝
物
が
み
つ
か
る
と
思
い
ま

す
。

　
│
│
お
仕
事
の
や
り
が
い
や
面
白
さ
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
。

大
本　

役
づ
く
り
を
す
る
と
き
、「
こ
の
人

は
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」「
ど
ん

な
ふ
う
に
育
っ
て
き
た
の
か
な
？
」「
ど
ん

な
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と

考
え
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
役
に
近
づ
い

て
い
き
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
遠
い
過
去
、

宇
宙
の
ど
こ
か
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
…
こ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
…
。
リ
ア
ル
な
感

情
が
芽
生
え
て
く
る
と
、
そ
ん
な
ふ
う
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
な
ぜ
今
、

自
分
に
こ
の
役
が
来
た
の
か
？　

と
考
え
る

と
、そ
の
役
に
と
て
も
「
縁
」
を
感
じ
ま
す
。

　

私
が
声
を
担
当
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、

子
ど
も
た
ち
が
気
に
入
っ
て
く
れ
て
、
お
手

紙
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
人
に

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
子
ど
も
の
世
界
で
、

つ
ら
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
を
体
験
し
た
彼

ら
と
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
友
達
」
に

な
れ
た
と
思
う
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す

ね
。
間
接
的
だ
け
ど
、
不
思
議
な
心
の
つ
な

が
り
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

│
│
声
優
と
い
う
仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
声
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。

大
本　

確
か
に
役
柄
や
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に

よ
っ
て
声
は
変
わ
り
ま
す
。
で
も
、
声
色
だ

け
を
変
え
て
も
、
役
は
薄
っ
ぺ
ら
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
「
別
々
の
命
」

だ
か
ら
、個
性
が
あ
る
。だ
か
ら
役
に
対
し
て
、

「
あ
な
た
は
私
を
通
し
て
何
を
表
現
し
た
い

の
？
」
と
向
き
合
い
ま
す
。
声
色
だ
け
を
変

え
て
も
「
命
」
は
生
ま
れ
な
い
。「
声
」
を
つ

く
る
ん
じ
ゃ
な
く
『
命
を
つ
く
る
』
の
で
す
。

│
│
最
近
は
声
優
以
外
の
分
野
で
も
ご
活
躍

で
す
ね
。

大
本　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
聞
か
せ
や
、

各
種
の
朗
読
会
、
笙

し
ょ
う

演
奏
者
と
の
声
と
音
の

響
き
あ
い
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
イ
ス
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
Ｃ

Ｄ
も
出
す
予
定
で
す
。
声
を
軸
に
し
て
す
べ

て
が
つ
な
が
り
、
広
が
り
が
あ
る
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
音
」
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
覚
と
し
て
伝
え
る
無
限
の
可

能
性
が
あ
る
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
を
通

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
、
み
な
さ
ん
を
少

し
で
も
元
気
に
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
多
く
の
若
者
が
声
優
と
い
う
職
業
に
憧

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
彼
ら
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
本　

本
を
い
っ
ぱ
い
読
ん
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
感
動
で
き
る
感
性
を
磨
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
能
動
的
に
、
楽
し
ん

で
何
で
も
体
験
し
て
み
る
。
た
く
さ
ん
「
素

敵
だ
な
」
と
思
う
も
の
を
見
つ
け
る
。
役
者

に
と
っ
て
役
に
立
た
な
い
経
験
な
ん
て
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
役
も
あ
っ
て
好
き

嫌
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
た
く

さ
ん
本
を
読
み
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る

こ
と
で
様
々
な
性
格
や
感
じ
方
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。
す
る
と
、
一
人
ひ
と
り

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
も
っ
と
簡
単
に
な
る
。

　
「
共
感
」
で
き
な
け
れ
ば
、「
演
じ
る
」
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。演
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
感
動
」
を
最
大
限
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
表
現

す
る
こ
と
。
何
で
も
偏
見
な
く
受
け
入
れ
、

アニメのアテレコ体験会にて。子どもたちといっしょ
にアテレコを行い、彼らに声優という仕事の一端を
知ってもらう。

役
に
自
分
を
投
影
し

「
声
」
と
い
う
命
を
吹
き
込
む

大本さんは絵本も手がけ、声と同じように「絵は
ダイレクトにエネルギーを伝えることができる」と
語る。これは大本さんが絵本作家としてつくった
『ぼくの旅』の一節。『ぼくの旅』の注文はｅ-mail
（voice1-f@nifmail.jp）、Amazonで受け付けている。
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キャリア形成促進助成金

　キャリア形成促進助成金はこの他に企業内における労働者のキャリア形成の効果的な促進のため、その雇用する労働

者を対象として、目標が明確化された職業訓練等の実施、職業能力評価を推進する事業主に対しての助成メニューがあ

ります。

従業員の自発的な職業能力開発を国が支援します。

厚生労働省職業能力開発局育成支援課

　従業員が自らの職業キャリア形成のために自発的に職業能力開発（※）を行うにあたって、事業主が就業規則等により

（を設けて）以下の制度による支援を行った場合

（※）職業訓練、教育訓練、キャリア・コンサルティングの受講又は職業能力検定の受検

事業主が行う支援の内容 

Ⅰ 経費負担制度 

Ⅱ 時間確保制度 

Ⅲ 休暇制度 

Ⅳ 長期休暇制度 

職業能力開発に要した受講料等の一部又は全部を負担した場合 

職業能力開発のための勤務時間の短縮等の措置を講じた場合 

職業能力開発のための休暇（年次有給休暇とは別の休暇）を付与した場合 

職業能力開発のための長期休暇（年次有給休暇とは別の連続３ヶ月以上の 
休暇）を付与した場合 
 

従業員の自発的な 
職業能力開発の実施 

 

事業主が負担した経費と支払った賃金の一部及び制度の導入（利
用）に対して、キャリア形成促進助成金をご活用いただけます。 

＊ 事前に申請し認定を受けることが必要となります。 

★お問い合わせについては 
独立行政法人雇用・能力開発機構都道府県センターまでどうぞ 

0570-001154(全国共通)
い い こ よ う  

ナ　ビ 
ダイヤル 

○最寄りの独立行政法人雇用・能力開発機構都道府県センターに自動転送されます。 
○ご利用時間は９：００～１７：００(土日祝日は休業)です。 ○携帯電話・PHSからはご利用になれません。 
○NTT回線以外の方は一部つながらない場合があります。 ○通話料金はお客様負担となります。 
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若い人材の育成と
「仕事」観

企
業
研
修
の
現
場
か
ら 

食
品
メ
ー
カ
ー
人
事
部
長

山
田
尚
登

　

人
事
労
務
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
３０
年
以
上
。

自
分
は
成
長
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考

え
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
が
、
日
々
の
仕
事
か

ら
感
じ
と
っ
た
思
い
を
、
拙
い
な
が
ら
も
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　

さ
て
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
買
い
物
客
に
付

き
ま
と
う
販
売
員
に
対
し
て
お
客
様
は
「
見

て
る
だ
け
〜
」
と
い
う
台
詞
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

が
あ
っ
た
。
販
売
職
に
就
い
て
い
る
方
た
ち

は
、
そ
の
Ｃ
Ｍ
を
見
て
、
自
分
も
気
を
つ
け

よ
う
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、
消
費

者
に
は
「
そ
ん
な
販
売
員
の
い
る
店
舗
は
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
が
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う

思
い
が
イ
ン
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
。
あ
れ
は
、
商
品
の
宣
伝
だ
っ
た
の
か
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｒ
広
告
だ
っ
た
の
か
、

制
作
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ぜ
ひ
知
り
た
い
と

思
っ
た
も
の
だ
。

　

一
般
に
、
販
売
（
商
取
引
）
と
い
う
の
は
、

商
品
と
現
金
の
交
換
で
あ
る
。
こ
の
交
換
に

人
間
の
欲
求
な
ど
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
、

生
活
に
必
要
最
低
限
の
も
の
は
自
動
販
売
機

に
お
金
を
投
入
す
る
だ
け
で
商
品
が
出
て
く

る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
お
け
ば
商
取
引
は

完
了
す
る
。
し
か
し
、
実
際
は
違
う
。

　

お
客
様（
購
入
予
定
者
）に
は
ニ
ー
ズ（
欲
求
）

が
あ
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
品
物

で
な
け
れ
ば
現
実
に
は
お
買
い
上
げ
い
た
だ

け
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
、
そ
の
時
に
、「
買

う
」
と
い
う
欲
求
の
充
足
を
予
定
し
て
店
舗

に
来
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま
さ
し
く
「
見
に
来

た
（
下
調
べ
）」
だ
け
な
の
か
、個
々
人
で
ま
っ

た
く
異
な
る
の
だ
ろ
う
。
自
動
販
売
機
で
対

応
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

来
店
す
る
行
動
の
目
的
は
、
急
ぎ
必
要
な

物
、
諸
条
件
（
価
格
や
機
能
な
ど
）
が
揃
う

な
ら
買
い
た
い
物
、
な
ど
十
人
十
色
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
お
客
様
に
、
そ
の
場
で
購
入
意
欲

を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
「
販

売
職
の
能
力
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
販

売
の
仕
事
と
い
う
の
は
誰
で
も
で
き
そ
う
で

実
は
難
し
く
、
自
動
販
売
機
で
は
対
応
で
き

な
い
仕
事
な
の
だ
。

　

販
売
（
営
業
）
の
仕
事
に
就
く
社
員
に
は
、

「
売
る
」
こ
と
が
仕
事
で
あ
る
こ
と
、
リ
ピ
ー

ト
（
再
来
店
・
再
購
入
）
し
て
い
た
だ
く
接

客
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
等
々
の
販
売
ス
キ

ル
向
上
の
教
育
を
絶
え
ず
行
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
商
品
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は

必
須
と
な
る
。
決
し
て
押
し
売
り
で
は
な
く

欲
求
充
足
の
た
め
の
購
入
意
欲
を
増
幅
さ
せ

る
こ
と
が
接
客
の
基
本
と
な
る
の
だ
か
ら
。

　
「
大
学
ま
で
出
し
て
や
っ
た
の
に
売
り
子

か
」
と
い
う
親
御
さ
ん
が
い
る
。
そ
う
考
え

る
親
御
さ
ん
に
は
、
販
売
の
仕
事
と
い
う
の

は
と
て
も
難
し
く
、
や
り
が
い
の
持
て
る
仕

事
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
し
、「
仕
事
に
上
下
は
な
い
」
こ
と

も
理
解
し
て
ほ
し
い
。
同
時
に
、
社
会
に
送

り
出
す
教
育
現
場
の
指
導
者
に
は
、「
仕
事

と
は
な
ん
ぞ
や
」
と
い
う
哲
学
を
指
導
の
中

に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
あ
っ
て

も
、
一
人
ひ
と
り
の
適
性
や
興
味
の
方
向
に

よ
っ
て
仕
事
を
決
め
、
仕
事
を
通
し
て
社
会

性
を
身
に
つ
け
、
人
間
的
魅
力
を
高
め
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
一
言
で
い
う
な
ら
、
人
格
形
成
の

た
め
に
仕
事
に
就
く
の
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
２
色
し
か
な
い

わ
け
で
は
な
い
。

　

あ
る
大
手
企
業
で
採
用
に
か
か
わ
っ
た
と

き
の
こ
と
。
入
社
時
の
研
修
も
終
え
て
ピ
カ

ピ
カ
の
新
入
社
員
た
ち
に
配
属
発
表
し
た
。

実
は
、
そ
の
場
で
泣
き
崩
れ
る
新
人
が
い
る

の
だ
。

　

理
由
は
、
配
属
先
の
事
業
所
が
本
社
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
も
の
。
夢
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
入
社
し
、
発
表
さ
れ
た
配
属
先
を
聞
い

た
瞬
間
、「
本
社
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
会
社
は

大
手
で
あ
っ
て
も
私
の
配
属
さ
れ
た
事
業
所

は
大
手
で
は
な
い
」
と
い
う
な
ん
と
も
奇
妙

な
情
け
な
い
理
由
。
思
わ
ず
、
こ
ん
な
子
採

用
し
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
、
と
思
っ
て
し
ま

う
。

　

ま
た
、
企
画
部
門
な
ら
大
手
に
入
社
し
た

気
分
に
な
れ
る
が
、
他
の
部
門
な
ら
そ
の
気

持
ち
は
萎
え
て
し
ま
う
。
大
手
企
業
か
中
堅

企
業
か
と
い
う
区
分
だ
け
で
な
く
、
職
種
に

つ
い
て
も
新
人
た
ち
の
思
い
は
萎
え
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
仕
事
の
種
類
に
優
劣
な
ど
な
い
。

専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
仕
事
も
あ
れ
ば
、

体
力
勝
負
の
仕
事
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
個
々

人
が
選
択
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要
な

能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
か
が
重
要
な
わ
け
で

あ
る
。
仮
に
そ
れ
ら
を
ひ
と
括
り
に
広
義
の

ス
キ
ル
と
し
よ
う
。
ス
キ
ル
は
学
校
教
育
の

中
で
磨
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
社
会
に
出

て
か
ら
磨
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
教
育

の
現
場
で
、
ぜ
ひ
と
も
「
仕
事
」
に
つ
い
て

考
え
、
学
ぶ
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
科
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、「
職
業
観
」
と

い
う
素
地
を
少
し
で
も
考
え
る
場
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
、
企
業
規
模
の
大
小

や
職
種
を
問
わ
ず
、
企
業
で
の
教
育
も
や
り

や
す
い
。
そ
し
て
定
着
率
も
高
ま
る
と
思
う

の
だ
が
…
…
。

　

若
い
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
重
要
な
の

は
、
学
校
教
育
の
場
と
企
業
教
育
の
場
が
川

の
流
れ
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
働
く
こ
と
に

目
的
や
夢
を
描
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

やまだ・ひさと●電気メーカー人事部長、
人事労務コンサルタントを経て、現在は食品
メーカー人事部長。人事、労務、研修など一
貫して人事畑を歩む。心理カウンセラーでも
ある。中学、高校のスポーツクラブの後援会
役員もつとめ、子供たちとの交流も多い。

プロフィール

vol.２̶1
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１１
月
４
日
、
国
際
文
化
学
部
の
Ａ
さ
ん
は
、

自
学
部
が
昼
休
み
に
開
催
す
る
先
輩
内
定
者

た
ち
の
就
活
体
験
発
表
を
聴
く
。
そ
の
後
別

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
の
国
家
公
務
員
官
庁
業
務
説
明
会
に

参
加
、
そ
の
合
間
に
、
法
・
経
済
・
経
営
学

部
の
ゼ
ミ
幹
事
の
連
絡
組
織
で
あ
る
六
甲
台

学
生
評
議
会
主
催
の
「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
に

も
顔
を
出
す
。
翌
日
５
日
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
担
当
の
全
学
キ
ャ
リ
ア
科
目
（
職
業

と
学
び｜

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
）

を
聴
講
す
る
。
こ
の
日
は
「
マ
ル
チ
主
婦
の

実
践｜

食
と
農
で
起
業
！　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

設
立
と
運
営
」
と
題
す
る
卒
業
生
講
師
の
話

で
大
い
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
工
学
部
同
窓
会
主
催
の
「
業
界

研
究｜

化
学
・
バ
イ
オ
系
」
で
関
心
あ
る
企

業
の
人
事
担
当
者
の
話
を
聴
く
。
翌
６
日
は
、

発
達
科
学
部
で
開
催
さ
れ
た
「
自
己
分
析
の

進
め
方
」
を
聴
き
、
そ
の
後
は
ま
た
、
こ
の

日
も
開
催
さ
れ
て
い
る
六
甲
台
学
生
評
議
会

の
「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
た
。

　

以
上
、
た
ま
た
ま
２
０
０
９
年
１１
月
初

旬
の
キ
ャ
リ
ア
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
か

ら
、
一
人
の
学
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
か
た

ち
で
学
内
の
各
種
関
連
行
事
を
抜
き
出
し
て

み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
数
え
て

み
た
が
、
学
内
各
就
職
支
援
組
織
が
開
催
す

る
行
事
は
昨
年
１１
月
だ
け
で
、
じ
つ
に
３６
回

も
あ
っ
た
。

神戸大学キャリアセンター長
国際文化学研究科　教授

内田 正博

　　

こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
な
の
も
、
神
戸
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で

展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

神
戸
大
学
の
就
職
支
援
の
あ
り
方
は
、
ボ
ト

ム
か
ら
、
し
か
も
数
人
の
学
生
た
ち
の
就
活

に
対
す
る
危
機
感
か
ら
始
ま
っ
た
。
学
生
に

よ
る
就
職
活
動
支
援
組
織job-navi

の
発
足

で
あ
る
。
こ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、
学
生

部
厚
生
課
（
当
時
）
や
大
学
生
協
、
そ
し
て

２
学
部
の
就
職
委
員
会
を
含
む
さ
さ
や
か
な

就
職
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が
っ
た
。

０２
年
の
秋
の
こ
と
だ
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
特
色
は
、
教
員
、
職
員
、
学
生
、
生
協
職
員
、

同
窓
生
等
の
身
分
を
問
わ
ず
互
い
に
フ
ラ
ッ

ト
な
関
係
を
保
ち
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

向
上
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
各
々
自
発
的

に
活
動
し
な
が
ら
も
緩
や
か
に
連
携
・
協
働

す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

年
ご
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
メ
ン
バ
ー
を

加
え
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
る
な
か
、
０７
年
６

月
、
神
戸
大
学
に
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が

誕
生
し
た
。
こ
ち
ら
は
も
ち
ろ
ん
ト
ッ
プ
の

判
断
か
ら
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
要
に
あ
た
る

組
織
を
持
た
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

情
報
共
有
の
拠
点
と
な
る
ハ
ブ
組
織
を
持
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
そ

れ
自
体
決
し
て
強
力
な
中
央
組
織
で
は
な
い

が
、
自
主
的
に
活
動
を
行
う
学
内
各
組
織
と

連
携
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が

ら
、
神
戸
大
学
全
体
と
し
て
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
か
な
り
活
発
に
キ
ャ
リ
ア
・

就
職
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
支
援
活
動
を
展
開
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
学
内
各
組

織
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
各
学
部
・
研

究
科
の
就
職
委
員
会
、
各
同
窓
会
、
大
学
生

協
、
六
甲
台
就
職
情
報
セ
ン
タ
ー
、
学
生
団

体
、
東
京
オ
フ
ィ
ス
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
、
連
携
創
造
本

部
な
ど
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
大
学
生
協
キ

ャ
リ
ア
支
援
チ
ー
ム
と
の
緊
密
な
連
携
協
力

は
見
逃
せ
な
い
。
ち
な
み
に
、
０８
年
度
の
場

合
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主
催
行
事
数
は

約
２５
回
だ
っ
た
が
、
神
戸
大
学
全
体
で
は
約

１
７
０
回
に
達
し
た
。

　　

他
大
学
と
比
べ
れ
ば
弱
小
組
織
に
す
ぎ
な

い
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
と
も
に
、

学
内
各
組
織
と
の
連
携
協
力
を
得
な
が
ら
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
自
身
も
年
々
進
化
し
て

い
る
。
支
援
範
囲
も
、
当
初
は
主
に
学
部
３

年
生
だ
け
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
１
、２
年
生

対
象
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
、
や
が
て
留
学
生

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
日
本
企
業
に
就
職
を

希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
の
た
め
に
合
同
企

業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
昨
年
は
大
学
院
生
対

象
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
も
取
り
組
ん

だ
。
ま
た
、
個
人
相
談
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
０９
年
度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
非
常
勤
）
の
増
員
も
図
っ
た
。
全

学
キ
ャ
リ
ア
科
目
に
つ
い
て
も
、
１０
年
度
か

ら
１
科
目
新
規
開
講
す
る
。

●
神
戸
大
学

●
神
戸
大
学

ネットワーク型のキャリア支援ネットワーク型のキャリア支援
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多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事

進
化
す
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
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●
熊
本
県
立
大
学

●
熊
本
県
立
大
学

キャリアセンター通信

熊本県立大学のキャリア支援熊本県立大学のキャリア支援

　

熊
本
県
立
大
学
は
、
「
大
学
は
〝
未
来
の

わ
た
し
〞
を
創
る
場
所
」
と
の
理
念
を
掲

げ
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
就
職
活
動

等
の
支
援
と
を
体
系
化
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
自

ら
が
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
て
い
く
ツ
ー
ル

と
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
熊
本
県
立
大
学

で
は
「
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
リ
オ
（C

areer Folio: 
C
F

）」
と
呼
ぶ
）
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
リ
オ
の
全
学
生
へ
の

普
及
な
ど
に
も
セ
ン
タ
ー
は
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
教
育
と
従
来
の
就
職
支
援
と
を
有
機
的

に
接
続
し
、
学
生
へ
の
総
合
的
な
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
組
織
と
し
て
平
成

２１
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
下
記

メ
ン
バ
ー
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
場
で
本

学
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
と
が
同
時
に
議
論
さ
れ
企
画
・
立

案
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
長

・
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

各
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

　
　

担
当
す
る
教
員
（
３
名
）

　
　

各
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
担
当

　
　

す
る
教
員
（
３
名
）

・
セ
ン
タ
ー
職
員
と
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

こ
の
他
に
、
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
エ
ン
ジ
ェ
ル

（C
a
m
p
u
s C
a
re
e
r A
n
g
e
l: C
C
A

）」

と
呼
ぶ
）
制
度
も
導
入
し
、
セ
ン
タ
ー
内
で

学
生
目
線
で
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
W
e
b
サ
イ
ト
（h

ttp
://

p
u
k
-c
.jp
/p
c
/

）
に
よ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
提
供
し
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
も
セ
ン
タ
ー

職
員
の
手
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
①　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
シ
ス
テ
ム
の

　

企
画
と
立
案

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
関
し
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
論
（
１
年
次
必
修
）
の
内
容

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
平
成
２１
年
度
は
「
大

学
で
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
初

年
次
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
セ
ン

タ
ー
主
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
関
す
る
教
職
員

研
修
も
セ
ン
タ
ー
が
企
画
・
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
学
で
は
学
外
で
の
活
動
も
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
教
育
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
強
く

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
は
従
来
か
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
で
も
８
位
の

参
加
率
を
誇
る
ま
で
に
な
り
（
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
１
０
（
朝
日
新
聞
社
発
行
）
に
よ

る
）
、
終
了
後
は
、
企
業
関
係
者
を
招
き
学

生
た
ち
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

を
公
開
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

②　

キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
リ
オ（
Ｃ
Ｆ
）の
全
学
的

　

普
及

　

学
生
が
入
学
時
か
ら
卒
業
後
の
自
分
を

思
い
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
知
識
を
習
得
し
、
ま
た
経
験
を
積
む
べ
き

か
を
考
え
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｃ

Ｆ
を
位
置
付
け
、
全
学
的
に
導
入
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
団

体
と
の
協
働
の
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
中
で

学
生
目
線
に
立
つ
Ｃ
Ｆ
の
改
良
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｃ
Ｆ
の
広
報
活
動
は

こ
れ
ら
の
学
生
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

③　

就
職
支
援

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
資
格
取
得

講
座
の
運
営
等
の
業
務
を
担
当
す
る
と
と
も

に
、
全
教
員
と
の
連
携
を
密
に
し
て
学
生
の

進
路
動
向
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

学
生
向
け
の
就
職
支
援
情
報
は
、
前
述
し

た
W
e
b
サ
イ
ト
か
ら
随
時
提
供
す
る
と
と

も
に
、
就
職
情
報
検
索
W
e
b
を
開
設
し
、

本
学
に
寄
せ
ら
れ
た
求
人
情
報
及
び
企
業
情

報
、
学
内
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
等
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ま
た
は
携
帯
で
検
索
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
へ
の
個
別
支
援
は
教
員
に
よ
る
３
年

次
個
別
面
談
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
卒
業
し
た
Ｃ
Ｃ
Ａ
と
の
連
携
を

深
め
、
さ
ら
に
一
般
の
卒
業
生
と
在
学
生
と

の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
在
学
生

へ
の
就
職
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制

職業研究　2010　春季号

セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
取
り
組
み

熊本県立大学キャリアセンター長
文学部日本語日本文学科長・教授

山﨑 健司

キャリアセンターでのＣＣＡによる
相談活動

キャリア形成論授業風景
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児童・生徒は学校にとって
お客様か？

東京都立晴海総合高等学校　相談部教諭・キャリアカウンセラー

千葉吉裕

キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら 

⑦
　
「
お
客
様
は
神
様
で
す
」。
三
波
春
夫
の
有
名

な
言
葉
で
す
。
し
か
し
、
三
波
春
夫
の
真
意
を

離
れ
て
、
客
の
立
場
を
祭
り
上
げ
て
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
側
を
見
下
す
ク
レ
ー
マ
ー
を
作

り
出
す
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
顧
客
第
一
主
義
を
理

念
に
掲
げ
る
企
業
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
は
、
学
校
に
と
っ
て
、
児
童
・
生
徒
、
そ

の
保
護
者
は
お
客
様
で
し
ょ
う
か
。
仮
に
お

客
様
だ
と
し
て
も
、
顧
客
第
一
主
義
を
貫
け

る
の
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
無
理
で
す
。
学

校
の
存
在
意
義
は
、
良
き
社
会
人
を
育
て
る

こ
と
と
、
児
童･

生
徒･

学
生
の
成
長
を
支
援

す
る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
子
供
た
ち
や

保
護
者
が
、
欲
求
の
ま
ま
に
や
り
た
い
こ
と

や
、
や
り
た
く
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
も
す

べ
て
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
の
行
動
に
よ
っ
て
は
、
叱
っ
た
り
、

注
意
し
た
り
し
な
く
て
は
い
け
な
い
場
面

だ
っ
て
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
を

お
客
様
だ
と
し
た
ら
、「
お
客
様
に
対
し
て
、

指
導
す
る
と
は
何
様
だ
！
」
と
逆
に
お
叱
り

を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
教
員
の
役
割
は
教

育
で
す
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
叱
る
こ
と
だ
っ
て

あ
り
ま
す
し
、
注
意
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
機
関
の
事
業
、

そ
の
従
事
者
の
任
務
を
考
え
て
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
勘
違
い
し
て
い
る
人
に

は
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
へ
の
期
待
の
一
つ
に
、
予
備
校
や
塾

の
よ
う
な
「
受
験
対
策
」
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
は
、
予
備
校
や
塾
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
備
校
や
塾
と
同
じ
こ
と
を
や
れ

ば
い
い
の
で
あ
れ
ば
、
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

体
育
館
も
、
芸
術
関
係
の
諸
設
備
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
土
地
も
売
り
、
校
舎
も
縮

小
し
、
各
地
方
自
治
体
の
教
育
予
算
も
大
幅

に
削
減
で
き
る
で
し
ょ
う
。
教
育
行
政
を
司

る
人
々
が
、
教
育
の
本
質
を
理
解
し
て
い
れ

ば
、「
受
験
対
策
」
に
偏
向
し
た
施
策
を
断
じ

て
と
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
入
試
に
し
て

も
、
学
校
で
学
ぶ
内
容
が
あ
っ
て
、
そ
の
到

達
度
を
測
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
入
試
が

一
人
歩
き
し
、
入
試
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
と
い

う
、
手
段
と
方
法
が
逆
転
し
て
し
ま
う
現
象

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
誤
解
が
生
ま
れ
た
の
は
、
最

近
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
半
世

紀
前
か
ら
、
日
本
の
教
育
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
根
が
深
く
、
解
決
に
時
間

を
要
し
て
い
ま
す
。
昭
和
２９
年
１１
月
１５
日
に
、

文
部
省
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
発
せ
ら
れ
た

「
大
学
入
学
者
選
考
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す

る
事
項
に
つ
い
て
の
答
申
」
の
中
で
、「
大
学

に
よ
っ
て
は
収
容
人
員
に
対
し
、
１０
倍
・
２０

倍
の
入
学
志
願
者
が
殺
到
し
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
そ
の
入
学
者
の
う
ち
前
年
以
前
の

高
等
学
校
卒
業
者
が
そ
の
６
割
を
占
め
る
と

い
う
憂
慮
す
べ
き
事
例
も
あ
る
。
か
よ
う
な

状
態
に
あ
る
の
で
、
い
き
お
い
一
部
の
高
等

学
校
が
受
験
準
備
学
校
と
な
る
傾
向
を
生
じ
、

特
に
第
３
学
年
の
教
育
は
、
は
な
は
だ
し
く

攪
乱
さ
れ
る
実
状
に
あ
る
場
合
も
少
な
く
な

い
。
高
等
学
校
卒
業
者
の
年
齢
は
だ
い
た
い

１８
歳
で
あ
る
が
、
い
か
に
学
力
が
優
秀
で
あ
っ

て
も
、
こ
の
年
輩
の
者
が
、
い
わ
ゆ
る
有
名

校
を
志
願
す
る
た
め
中
央
に
集
中
し
、
そ
の

た
め
、受
験
予
備
校
の
増
加
と
な
り（
例
え
ば
、

東
京
都
認
可
の
も
の
は
２４
校
あ
る
。）、
さ
ら

に
予
備
校
入
学
の
た
め
競
争
試
験
を
要
す
る

も
の
が
あ
る
と
い
う
が
ご
と
き
傾
向
は
、
こ

れ
を
放
任
す
る
こ
と
を
得
な
い
も
の
と
考
え

る
。」
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
受
験
準
備
学

校
か
ら
の
脱
却
は
、
戦
後
の
教
育
課
題
の
一

つ
だ
っ
た
の
で
す
。
受
験
準
備
学
校
化
し
た

学
校
で
、
教
育
を
受
け
て
き
た
人
に
す
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
が
教
育
だ
と
勘
違
い
し
て
も
お
か

し
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
大
学
受
験
は
著
し
く
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
多
様
な
人
材
を
育
成
す
る
よ
う
制
度

が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
今
日
、
一
部
の
大
学

に
受
験
生
が
集
中
し
て
い
た
も
の
が
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を
総
合
的
に
み

て
、
学
校
を
選
ぶ
時
代
に
な
り
、
分
散
現
象

が
進
ん
だ
の
で
す
。
過
熱
し
た
入
試
を
経
ず

し
て
入
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
び
た
い

人
が
、
学
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
受
験
対
策
と
し
て
の
学
び
は

過
去
の
物
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
校

は
、
良
き
社
会
の
形
成
者
を
育
成
す
る
と
い

う
理
念
に
基
づ
い
て
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

知
恵
や
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
、
そ

れ
が
学
校
に
求
め
ら
れ
た
使
命
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
児
童
・
生
徒
、
そ
の
保
護
者
は
、

学
校
の
お
客
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
う
な

れ
ば
、
児
童
・
生
徒
は
学
校
に
研
磨
の
た
め

に
預
け
ら
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
で
す
。

す
る
と
、
預
け
た
主
が
お
客
様
で
、
お
客
様

は
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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スクールカウンセラー風便り
第９回

不登校の子どもがゼロになるまで

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦

08年度の全国小中学校での長期欠席者（30日以上）

の不登校児童生徒数が減少し、特に小学校の減少

率が目立ったこと、私の勤務する都内の小学校での不登校

児童数も、昨年秋になり幸いゼロになったことは、前回報

告させてもらった。

　長年中学校でスクールカウンセラー（以下ＳＣ）を務め

てきたが、小学校は私自身初めてだった。東京都が臨床

心理士を小学校ＳＣとして本格派遣するのも初めてのこと

で、小学校ではどういう動きが求められ、どのようなやり

方が有効なのか、最初は手探り状態というのが正直なとこ

ろだった。

　小学校と中学校との違いを知る手がかりになる準拠枠は

２つある。人間の発達が個人の条件と環境との交互作用で

あることから、発達と組織との 2つの軸、すなわち、発達の

観点からみれば学童期と思春期、組織形態のレベルでいえ

ば担任王国と教科別担当制という点だ。さらに、この個人

と組織のスタンダードな相違と同時に、個人と組織の独自

性という個人および組織内差と言われる観点も重要となる。

　私が赴任したＫ小学校の学区内には、大きな児童養護施

設がある。この児童養護施設から通う児童は約20名おり、

生育環境に恵まれない中から、発達上いろいろな障害や性

格の偏りを示したり、感情覚知の未分化や、それに伴う内

面と表情との乖離と感情表出の困難が見られたり、さらに

は、爆発的な感情表出やそれに伴うアクティングアウト、

運動共応の未発達など、さまざまな学校生活での不適応行

動を誘発する個人傾向が散見される。将来の安定した社会

生活への危惧を抱かせる場面も少なくない。

　私の専門がキャリア心理、職業心理でもあることから、

将来の職業的自立の観点から、子どもたちを見ていくこと

も重要と考えている。約20年以上関わってきた青少年の職

業自立支援の活動を通して得たものと、学童期と思春期の

援助である小中学校ＳＣとしての経験は、職業自立の困難

はどこにあるのか、その本質を示唆するものとして、学校

現場や家庭での子どもたちのあり方に、教えられてきたと

ころも多い。

　私は中学校勤務の間ＳＣ職務に関する知識やスキルを蓄

積してきた。それらが、小学校ではどのように機能してく

れたのか？　それを明確化してみたいと思う。

　小学校へ赴任した当初、最も強く感じたことは、小学生

の持つ途方もない可愛らしさであった。特に低学年の子ど

もたちの愛くるしさは、半端ではない。「こんにちは」と声

かけすると一瞬ニコリとし、「この人誰かしらん」とランラ

ンと好奇の目を向けながら、小さな脚で近づいてくる風情

には、正直まいってしまった。キラキラと輝く純真な小さ

な命が集うその姿は、まことに眩しかった。こんなに牧歌

的でヒューマンな魅力ある場が、今の殺伐とした閉塞社会

にまだ残っていたのかという、素朴で新鮮な驚きにも似た

感動を覚えたのであった。そうして私は、小学校へ通うこ

とがとても興味深くなり、純真で魅力的な子どもたちに会

うことが、毎週楽しみにもなっていった。

　そんな中で、会ったのが 5年生のＡ君だった。彼は 3年

生の 2学期に転校してきた。最初は登校できていたが、4

年生になって不登校に陥る。私が赴任した5年生になって、

勇気を出して学校へ来てみたのだが、教室には怖くて入れ

ず、隣りの空き教室や掃除道具入れに隠れたりして過ごし

ていたのだった。

　おびえたような表情をしたＡ君は、なかなか向き合って

くれず、彼とのコミュニケーションは難渋した。途中、掃

除道具が飛んできたりもしたが、次第にＳＣは脅威でない

ことが伝わり、少しずつ口を開いてくれるようになっていっ

た。その中で、彼がなぜ教室を避けるのかの理由としてわ

かったことは、教室へ行っても「どうせ悪口を言われるだ

けだ」と思っていることだった。（つづく）

20

～ 小学校SCと中学校SCとの違いを探る ～
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●「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（（社）雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/career.html

　

私
は
、
現
在
都
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
埼

玉
県
内
の
定
時
制
高
校
で
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
「
社
会
人
」
と
「
高

校
生
」
の
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
１０
代
の
学
生
か
ら
７０
代
の
高
齢
者
の

方
ま
で
と
幅
広
く
、
相
当
ハ
ー
ド
で
は
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
方
達
へ
の
就
職
支
援
が
で

き
、
大
変
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
の
就
職
支
援
は
、
ど
れ
だ
け
本
人

に
仕
事
へ
の
高
い
〝
意
識
〞
を
持
っ
て
も
ら

え
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
都
内
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
い
う
場
所
柄
、
外
国
人
の
相

談
者
も
多
く
、
私
の
職
業
経
験
が
映
画
会
社
、

Ｉ
Ｔ
メ
ー
カ
ー
で
の
営
業
・
企
画
・
宣
伝
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
芸
能
関
連
で

入
国
し
て
い
る
多
数
の
中
国
人
、
韓
国
人
、

米
国
人
の
方
達
へ
も
就
職
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
（
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
す
よ
！
）。
彼

ら
は
、
日
本
人
よ
り
も
目
的
を
持
っ
て
就
職

を
し
よ
う
と
す
る
〝
意
識
〞
が
高
く
、
そ
の

た
め
に
仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
へ
の
〝
意
識
〞
も
高
い
の
が
特
徴
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
外
国
人
に
対
し
て
、
一
般
的

な
日
本
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、

社
会
人
・
学
生
と
も
に
、
い
ま
だ
に
「
就
職
」

で
は
な
く
、安
定
し
た
会
社
へ
入
社
す
る
「
就

社
」
を
希
望
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ

れ
で
は
、
近
い
将
来
、
優
良
な
企
業
の
社
員

は
、
ほ
と
ん
ど
外
国
人
に
な
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
求
職

者
に
仕
事
へ
の
〝
意
識
〞
を
高
め
て
も
ら
え

る
よ
う
に
支
援
を
行
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？　

一
部
（
特
に
若
年
者
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
）
の
求
職
者
は
、
就
職
や
転
職
を
す
る

に
あ
た
っ
て
、
会
社
を
み
る
と
き
、「
将
来

性
」
よ
り
も
「
安
定
し
て
い
そ
う
」、
仕
事

は
、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
貢
献
で
き
る
か
」

で
は
な
く
「
努
力
し
な
い
で
す
み
そ
う
」「
面

白
そ
う
」
と
い
っ
た
点
を
重
視
し
ま
す
。
自

分
で
自
身
の
将
来
や
会
社
を
伸
ば
そ
う
と
い

う
攻
め
の
意
識
よ
り
も
、
一
生
、
会
社
に
守
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
受
け
身
の
意
識
の
ほ
う

が
強
い
よ
う
で
す
。
就
職
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
現
実
的
な
市
場
分
析
や
自
己
分
析
（
自

分
の
商
品
価
値
）、
企
業
・
業
界
等
の
分
析

や
調
査
を
行
わ
ず
に
、
求
人
票
の
会
社
名
や

給
与
・
賞
与
だ
け
を
見
て
応
募
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
求
職
者
は
、
い
つ
ま
で
も

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
続
い
て
長
期
失
業
者
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
早
期
再
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
担
当
制
に
よ
る
個
別
支
援
を
行
っ

て
い
た
時
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
３０

代
の
男
性
に
、
初
回
の
面
談
時
に
希
望
し
て

い
る
職
種
の
求
人
票
を
持
っ
て
く
る
よ
う
電

話
で
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
持
っ
て
き
た
求

人
は
未
経
験
職
の
「
一
般
事
務
」
で
し
た
。

今
ま
で
の
職
歴
は
「
製
造
の
ラ
イ
ン
業
務
」

と
「
集
配
の
ド
ラ
イ
バ
ー
」
で
、
実
務
で
は

ほ
と
ん
ど
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
求
人
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ア
ク
セ
ス
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
も
知
り
ま
せ
ん
。

「
な
ぜ
、
こ
の
求
人
を
持
っ
て
き
た
の
？
」

「
お
茶
出
し
と
、
電
話
対
応
ぐ
ら
い
な
ら
自

分
で
も
で
き
そ
う
だ
か
ら
」

「
応
接
室
で
の
お
茶
の
出
し
方
分
か
り
ま

す
？
」

「
…
…
？
」

　

彼
の
よ
う
な
求
職
者
に
、
皆
さ
ん
は
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
？

　

次
回
は
、
こ
の
男
性
が
ど
の
よ
う
に
し
て

仕
事
に
対
す
る
〝
意
識
〞
を
高
め
、
本
人
が

や
り
が
い
を
持
て
る
仕
事
を
見
つ
け
、
再
就

職
を
果
た
し
た
か
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

仕事に対する“意識”を高める
（社会人編）

キャリアカウンセリングの現場から vol.１７̶1

ハローワーク、定時制高校　就職支援相談員
　（２級キャリア・コンサルティング技能士）

栗田　稔



Career Counseling Seminar
キャリア・カウンセリングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

基礎理論コース

●お申込み・お問い合わせは   　　　 
社団法人 雇用問題研究会　普及促進部　　〒104-0033 東京都中央区新川1－16－14　電話 03-3523-5182　FAX 03-3523-5187
http://www.koyoerc.or.jp

  開　催 日　程 内　容 講　師 受講料

第 2 回  5月 13日（木） キャリア・インサイトＭＣ 山形時雄、日吉恵子  雇用問題研究会 5,000 円（資料代別途）
●東京   22日（土） VPI＆VRT 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
  29日（土） GATB 　　〃 6,000 円（資料代を含む）

第 3 回 7月 25日（日） キャリア・インサイトＭＣ 山形時雄、日吉恵子  雇用問題研究会 5,000 円（資料代別途）
●福岡   26日（月） VPI＆VRT 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
  27日（火） GATB 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
  28日（水） キャリア・カウンセリング 　　〃 6,000 円（資料代を含む）

第 4 回  8月   3日（火） キャリア・インサイトＭＣ 山形時雄  雇用問題研究会 5,000 円（資料代別途）
●東京     4日（水） ＫＮ式クレペリン 本間啓二氏  日本体育大学 教授 6,000 円（資料代を含む）
    5日（木） VPI＆VRT 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
    6日（金） GATB 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
    7日（土） キャリア・カウンセリング 　　〃 6,000 円（資料代を含む）

第 5 回  8月 17日（火） キャリア・インサイトＭＣ 山本公子氏  こころとキャリアのカウンセリングオフィス結 代表 5,000 円（資料代別途）
●大阪   18日（水） VPI＆VRT 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
  19日（木） GATB 　　〃 6,000 円（資料代を含む）
  20日（金） キャリア・カウンセリング 　　〃 6,000 円（資料代を含む）

＊ 会場、日程、お申込み受付等、詳しくはホームページでご確認ください。

「職業研究」ホームページ  http://www.koyoerc.or.jp

雇用問題研究会では、ホームページ内に「職業研究」ページを開設しております。2004年以降の本誌バックナンバーをPDF
ファイルでご覧いただけますので、ぜひご覧ください。
編集部では、今後の誌面作りに役立てるため読者の皆様の声をお待ちしております。アンケートフォームにてご意見・ご感想を
お寄せください。お寄せいただいた方には当会発行の図書をプレゼントいたします。 

アンケートにご回答くださると、図書をプレゼント

ＫＮ式クレペリン作業性格検査／ＶＰＩ職業興味検査／職業レディネス・
テスト（VRT）／厚生労働省編一般職業適性検査（ＧＡＴＢ）／キャリ
ア・インサイトＭＣ
上記各検査を正しく、有効にご活用していただくため各種検査の理論・
実施方法・活用の仕方などを解説するセミナーです。ご希望のコースを
自由に組み合わせて受講できます。ただし、キャリア・カウンセリングコース

は、「VPI&VRT」及び「GATB」コースを受講された方が対象となります。
対　象●中学・高校の進路指導担当者、大学・短大・専門学校のキャ

リア指導・就職指導担当者、公共職業安定機関の担当者、
職業相談・就業援助機関等の担当者、産業カウンセラー、
キャリア・カウンセラー、キャリア・コンサルタント及びそれらの
資格取得を目指している方　

！

キャリア・カウンセリング セミナー

応用演習コース 6/12-13  会場●社団法人雇用問題研究会　会議室
心理検査を実践臨床場面で幅広く活用できるキャリア・カウンセラーやキャリア・コンサルタントの養成のため、ＶＰＩ職業興味検査や厚生労働省編
一般職業適性検査（ＧＡＴＢ）の活用の実際を、さまざまなケーススタディにより実践的に学び、キャリアデザインという観点からの活用も考察していきま
す。講義と演習をバランスよくおりまぜ、個人ワークとグループワークを立体的に援用しながら、実感を伴う体験的内容で構成された講座です。
対　象●当会主催のキャリア・カウンセリングセミナー「基礎理論コース」のうち「ＶＰＩ&ＶＲＴ」コース及び「ＧＡＴＢ」コースを修了された方
 （ＶＰＩ職業興味検査と厚生労働省編一般職業適性検査（ＧＡＴＢ）のプロフィールを持参していただきます。お持ちでない方はご連絡ください）
講　師●臨床心理士　金屋光彦氏　　　受講料●12,000円（税込み・資料代を含む）　　開催日●2010年6月12日（土）、13日（日）

東京・福岡・大阪 開催

ゆう



お申込み・お問い合わせは　社団法人 雇用問題研究会 　http://www.koyoerc.or.jp  　　　 
  　　　  ■〒104-0033 東京都中央区新川1－16－14 　電話 03-3523-5181　FAX 03-3523-5187

木村　周 著
ロングセラー『キャリア・カウンセリング』の内容を継承しながら、昨今のキャリア形成支援の制度的環境整
備の状況を反映、また最新の研究成果、産業・経済的動向や関係労働施策等を盛り込み、全面的に見直しを
行いタイトルを改めた最新版。
●A５判●368 ページ●定価 2,730 円●ISBN978-4-87563-252-8

「知識・スキル」のその先の目標（＝哲学）の持ち方を説きながら、各領域におけるキャリア・コンサルタン
トに求められる役割・能力を明らかにする。キャリア・コンサルタントが「データ」を使いこなすための科学
的実践学。
●A５判●80 ページ●定価 735 円●ISBN978-4-87563-253-5

キャリア教育に関する統計、調査、モデル、プラン、報告等に、総勢55名の研究者、実践者による論説を付して、
現場ですぐに役立つ図表として編集。
『教育再生のためのグランド・レビュー　キャリア教育の系譜と展開』の姉妹編。
●A４判●238 ページ●定価 2,940 円●ISBN978-4-87563-254-2

キャリア・コンサルティング  理論と実際
カウンセリング、ガイダンス、コンサルティングの一体化を目指して

渡部昌平 著

キャリア・コンサルティング実践学
科学的キャリア形成支援のススメ

キャリア教育リーダーのための

図説 キャリア教育

キャリア・コンサルティング、キャリア教育の新刊

仙　　武・池場　望・下村英雄・藤田晃之・三村隆男・宮崎冴子　編著




